
｢第１７回石川県書写書道教育研究大会集録」の発刊によせて

石川県書写書道教育連盟会長

第１７回石川県書写書道教育研究大会長

藤則雄

石川県書写書道教育連盟は，幼稚園から大学に至るすべての学校教育機構が一体と

なり，授業研究を中心に，最近における書写書道に関わる教育諸問題や教育改革に伴

う教師の資質向上に力を注ぎ，児童・生徒の豊かな心の育成に資する全国大会での研

究発表や今日的教材研究の討議を行なってまいりました。

１８年度は，１１月２７日に小松市において

｢基礎・基本をふまえて，豊かな心を育てる書写書道教育｣を大会テーマとして

公開授業１）豪刻の指導～仕上げのための印のバランスを考える～

本間千恵（小松明峰高校）

２）平がなの筆づかいを知ろう「にじ」越井千鶴（小松市立串小学校）

研究協議会Ｉ・公開授業１）の整理会

助言者中川素子・司会田中学・記録酒井喜久子

研究協議会Ⅱ授業実践に向けての手立てを探る；全国大会の参加報告

１）第４６回全日本書写書道教育研究会東京（杉並）大会八田和幸

２）第３１回全日本高等学校書道教育研究会大阪大会田中学

公開授業２）の整理会

助言者中西外美・司会間野清美・記録西井由以子

研究協議会Ⅲ、研究報告｢書写コンテンツの紹介」 飯田淳一他

等で，夫々に極めて真剣な討論と総括がなされ，誠に有意義な大会でありました。殊

に，本連盟の新研究：コンピューターを使っての授業開発一｢書写コンテンツ｣は，今

後の書写書道の在り方に一石を投ずる指針でありましょう。

本「大会集録」には，平成１８年度の研究大会の報告を中心に掲載してあります。

会員各位には，本誌をご参考に，石川県の書写書道教育の更なる発展の一助ともさ

れ，何とぞ｢心の優しい，豊かな心｣の生徒を育てて下さい。

平成１８年度における各種活動や研究大会の開催に多大のご尽力を賜った実行委員

や本誌の刊行，本連盟の運営に並々ならぬご努力を頂いた役員，就中，永江芳教理事

長・中川晃成事務局長・岩田稚子・八田和幸副事務局長，及び補佐の任に当たられた

方々に，また本年度の研究大会でご発表された諸先生方と実践発表にご協力された助

言者・司会・記録者に心からの敬意と感謝の意を表します。

本会の益々の発展と会員のご健勝・精進を祈念いたします。
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公開授業Ｉ（１０：４５～１１:３５）県立小松明峰高等学校

(敬称略）(敬称略）

高等学校１年

「築刻の指導」～仕上げのための印のバランスを考える～

指導者本間千恵（石川県立小松明峰高等学校）
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公開授業1１（１４：００～１４：４５）小松市立串小学校

(敬称略）

小学校Ｓ年

平がなの筆使いを知ろう「にじ」

指導者越井千鶴（小松市立串小学校）

ニニー■＝=扉秀一卓

扉田－－－－

全体会．研究協議会1１（１５：００～１６：３０）

■

《’

壷Ⅱ（１５：００～１６：３０

■一五 ■！

(敬称略）

＊あいさつ石川県書写書道教育連盟会長
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研究協議会『授業実践に向けての具体的手立てを考える』

＊「全国大会」参加報告

・第46回全曰本書写書道教育研究会東京（杉並）大会報告

・第３１回全日本高等学校書道教育研究会大阪大会報告

*公開授業Ⅱについての授業整理会

*本連盟研究部から「書写コンテンツ」の紹介

中西外美（石川県教育センター指導主事）

間野清美（白山市立旭丘小学校）

西井由以子（小松市立蓮代寺小学校）
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蒙刻の指導

～仕上げのための印のバランスを考える～

石川県立小松明峰高等学校非常勤講師本間千恵

１，はじめに

蒙刻の学習は１年次においてあまり取り扱わないことが多い単元である。しかし「書を愛好

する心情を養う」という書道目標においては、欠かせない単元であると考えている。私が８年

前から行っている授業アンケートでは、「一番楽しかった単元は何でしたか」の問に豪刻の学

習が必ず上位を占め、選択する生徒の多くが毛筆活動ではやや消極的な態度であったが、蒙刻

では楽しく授業に取り組めたと答えている。さらに新たな分野を知ったことで、書道が好きに

なった、興味を持ったとの意見もあり、生涯教育を考える上でも蒙刻の学習は大変重要である

と思われる。それ故、授業時数の配当が他の単元に比べかかりやすいという難点はあるが、私

の授業では必ず蒙刻の学習を取り上げている。ここでは、指導する上でなかなか生徒が理解し

難い蒙刻の美しさについて、主にプリントを使用しながら指導した授業の実践である。

２，授業内容について（別紙資料１学習指導案参照）

①単元のねらい．指導計画について

②本時の学習について

（別紙資料１～３参照）

３，授業後の質疑応答からのアドバイス

.「虫くい」という俗語も良いが、「撃轍」という本来の言い方もあわせて話すとより良かっ

たのではないか。

・虫くい箇所を復元させたものと比較させる手法も良かったが、さらに本来の虫くい箇所と

別の箇所を虫くいさせたものも比較させると、より一層虫くいの効果が明らかになり、生

徒自身の理解も深まり、自身の印に反映させやすいのではないか。

.「虫くい」という故意に欠けさせることにより表現される美は、「わび．さび」にも似てお

り、書に限らず華道や茶道といった日本の文化に通ずる美意識を感じた。このような美し

さは日本人だからこそ理解できる美であり、生徒たちがこういった東洋の美に感じ、触れ

ることで、日本の文化を再認識し大切にする心が育まれるものと期待している。

４，授業を終えて

最初、生徒たちは「虫くい」（故意的な欠け）が蒙刻の美であることに大きな驚きを感じて

いたようであった。しかし、虫くいの効果を全体のバランスを取るという視点からアプローチ

した指導方法により、生徒たちも理解しやすかったようである。作品全体のバランスを考える

ことは、毛筆作品の制作時から常に行っており、余白の大切さを意識しながらの鑑賞は２学期
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のこの時点では随分身についてきている。それ故、方寸の世界といわれるわずか一辺が２セン

チ程の面積でも毛筆作品と同様に考えることができ、バランスを考えての虫くいが理解できた

と考える。実際に刀を使って、輪郭を欠けさせる際はためらいもあったと思われるが、事前に

修正ペンを使用し虫くい後の作品をイメージできたことが安心感を与え、自信を持って欠け

させることができた。どの生徒も虫くい前と後を比較してみると明らかに変化しており、広が

りのあるバランスの取れた印になっていた。完成時の喜びは達成感と満足感にあふれており、

さらに今後この印を使用する期待感も感じられた。その後、第８次完成の授業では、指導主事

のアドバイスの話にあった、東洋の美について、虫くいのような故意に欠けさせて表現する美

は日本人だからこそ理解できる美しさであると話したところ、生徒たちも非常に興味を持ち、

うれしそうに他の生徒の作品を熱心に鑑賞していた姿がとても印象的であった。
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芸術科(書道)研究授業指導案

学校名石川県立小松明峰高等学校

指導者職氏名非常勤講師本間千恵

平成１８年１１月２７日（月）３眼目教室名書道室

普通科１年生１９名（内訳１４Ｈ男子８名、女子１１名）

書道Ｉ（単位数２単位）

教育出版書道Ｉ

資料１

指導日時

対象生徒

科目名

使用教科書

１単元名築刻の学習（色紙に押す７分印の作成）

単元の目標

・豪刻の歴史を知り鑑賞することによって、その美しさや良さを感じ、蒙刻に対する関心

や興味を高める。【関心・意欲・態度】【鑑賞の能力】

・蒙刻が書表現の一つであることを理解し、自身の制作印に工夫を加える。【芸術的な感受

や表現の工夫】

・印完成までの手順と技法を習得する。【創造的な表現の技能】

２

３指導に当たって

（１）生徒の状況

全体的に明るい雰囲気のクラスで､意欲的に授業に取り組み､高い完成度が期待できる。

進度においては、ほとんどの生徒が時間内に作業を終えることができているが、１割程度

（２人）の生徒が、考える時間に多くをとるため、取り掛かりが遅く、遅れ気味の傾向に

ある。

（２）指導方針・方法

蒙刻の学習は多くの過程を経て完成に至るため、苦労する生徒も多いが、完成時には深

い達成感の味わえる単元である。また、自身の書作品に使用するため意欲的に取り組む姿

勢も生まれる。実際の展開では配当時間をどのように設定するかが問題である。時間のか

かる印稿、布字を粗略に扱っては学習が充実したものとならないが、生徒が特に苦労し、

途中嫌気がでてくる布字の作業を、コピー転写による簡単な方法を用いることで、運刀と

補刀の時間に多くの時間を充てた。さらに「虫くい」の作業（印のバランス）をすること

で、蒙刻が書の分野であることを意識し、刻られた文字の風趣を体感させる。

（３）教材設定の理由

・生徒は「書道」を筆、墨、硯、紙による書く行為のみと考えている。蒙刻に触れ、制作

することにより書表現の幅広さが理解できるようになる。

・制作した印を自身の作品に使用することにより、充実感、達成感を味わうことができる。

.古来、「信を示す要具」として大切にされ、発展してきた印の歴史に触れ、鑑賞すること

により、文字文化の奥深さを感じ、刻られた文字の風趣が体感できる。
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単元の指導計画(総時間数１０時間）

第一次蒙刻の導入Ｉ（印の歴史に関する解説、印の用途と形式）・・・・（１時間）

第二次蒙刻の導入Ⅱ（完成までの手順説明と選文・検字）・・・・・・・（１時間）

第三次制作（印稿作成）・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１時間）

第四次制作（布字）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１時間）

第五次制作（運刀）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（３時間）

第六次制作（押印・補刀）・・・・・・・・・・・・..・・・（１時間）

第七次制作（補刀〔虫くい〕）・・・・・・・・・・・・・・・・（１時間）…本時

第八次完成（印菱に押す.合評）・・・・・・・・・・・・・・（１時間）

４

５本時の学習と評価の計画（第七次制作）

（１）本時のねらい

・古代の印等から、全体のバランスの大切さと虫くいの重要性を理解することができる。

【鑑賞の能力】

・古代の印等から感じ取った美意識を表現に生かし、自身の印に工夫を加えることができる。

【芸術的な感受や表現の工夫】

(２）準備・資料等教科書、プリント、印、印刀、印泥、印床、赤ボールペン、修正ペン

(３）本時の展開

－１０－

時間 学習内容 生徒の学習活動 教師の指導･留意

点

評価規準

(観点・評価方法）

導入

５分

･本時の学習内容

の確認

○道具の確認をする ･印を、今以上に

完成度を高め

ることを意識

させる

展開

①

１５

分

･バランスの大切

さを古代の印

等から感じ取

り、理解する

(虫くいの重要性）

○プリントＢ（資料２）の古

代印に書き込みを加え、虫

くい前と後での表現を比

較し、隣の人と話し合う

(ペア学習）

○趣の違いを発表する

･虫くいの説明を

する

･黒板に虫くい前

と後の拡大図

を貼る

･比較させ趣の違

いを発表させ

る

･古代の印等から、

全体のバランスの

大切さと虫くいの

重要`性を理解する

ことができる。

【鑑賞の能力】

(観察、プリント）
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展開

②

２５

分

･古代の印等から

美意識を感じ

取り、自身の印

に工夫を加え

る

○虫くいの箇所について古

代の印を参考に考える（ど

こを虫くいさせると効果

的か）

○プリントＢ（資料２）の虫

くい前の印影に、赤ボール

ペンで４等分する線を書

き入れ、４等分の面積の中

で込み合っている箇所を

探し出す

○古代の印を参考に自身の

印影で虫くい箇所を考え

(４等分方式)、修正液と

赤ボールペンを使用しな

がら、決定する（ペア学習）

○隣の人とお互いに話し合

いながら、意見の交換を行

い参考にする

○虫くい箇所を補刀する

○押印、補刀を繰り返し、完

成させる（資料３を使用）

○プリントＡ（資料２）の第

六次制作時の印影の横に

押印する

○自身の印影（虫くい前と

後）を比較しながら、（

ンスの変化を感じ取る

フ

○隣の人の印影を鑑賞し、合

評する（ペア学習）

･虫くいの重要'性

を説明する

(毛筆作品制作時

と同様であるこ

とを意識させる）

･黒板の拡大図

に線を書き、４

等分の面積で

考えさせる

．込み合っている

箇所を虫くい

させ､印に広が

りを持たせる

ことを感じさ

せる

･机間指導をしな

がら､アドバイ

スを与える

･白文の生徒には

四隅の角を落

とすことから

始めさせる

･補刀に際し、書

き込みの箇所と

逆になることに

注意を促し､慎重

に刻るよう指導

する

･印の広がりに着

目させる

･毛筆作品制作時

と同様であるこ

とを認識させる

古代の印等から感

じ取った美意識を

表現に生かし、自

身の印に工夫を加

えることができる

【芸術的な感受や

表現の工夫】

(観察、プリント

提出）

まとめ

５分

･学習のまとめ ･次回の学習内容を知る ･次回の学習予告

をする
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研究協議会Ｉ記録

公開授業Ｉについての授業整理会

石川県立津幡高等学校酒井喜久子

1．授業者（本間先生）より

生徒達は伸び伸びとしていて意欲があり、学校も芸術の教科を大事に思って楽しん

でくれていて嬉しく思う。〃蒙刻〃は必修ではないが必ずやるようにしている。その

理由として、生徒達の一年の最後のアンケートでも－番評判がよいことや、－学期の

毛筆活動で自信を失くした生徒も二学期に〃蒙刻〃をやって張りがあって楽しかっ

たという意見があり、年間を通して皆が楽しめる授業を考えた時必要性があると考え

て行っている。

2．質問・感想

・生徒達が楽しく授業をしていること、先生の準備が整っている点がよい。

〃虫くい〃を問うのに、すでに黒板に書かれていたのはどうしてか。シャープペンシ

ルの持ち方が気になったが、硬筆の指導はどうしているのか。

→返答

〃虫くい〃については、授業前に生徒達から質問される為書いておいたが、本来

は書かないほうがよいと思う。

硬筆については三学期にやっている。書いた文字が人に読まれることを意識させ、丁

寧に書くことを目標に取り組んでいるので、持ち方については特に指導していない。

・上手に亥Ｉってあり驚いたが、デザイン（印稿）作りは、どのように指導しているの

か。

→返答

印稿作成には時間をかけている。鉛筆で色々なパターンで１５～２０ぐらい書かせた

中から、古代印等を参考に見せて雰囲気のよいものを－つ選ばせている。書き方は大

きく白文は太く朱文は細く書くように指導している。文字数も朱文か白文かも各自で

決めさせ、自主的な気持ちを持たせている。何かの折りに生涯やって欲しいので、出

来上がった喜びを先にイメージさせて楽しみながら刻ることをモットーといている。

時間のかかる布字は、コピー転写している。

.教えることと生徒の考える時間のバランスがよく１時間が充実している。

→返答

この後の授業で色紙に行書で漢字一字書を書くのでその色紙に合う落款印として

石は７分（約２．１ｃｍ）を使用している。自分の書いた作品に早く押印したいというこ

とで意欲が持て集中出来るのではないか。

・書道Ｉで蒙刻を扱うのは気嫌いされがちだが楽しく平易にわかりやすく指導してい

る。〃虫くい〃は俗語なので〃撃辺〃と言ったほうが良い。資料（プリントＢ）で虫

くい前の印影をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄに４等分させた時、反対側を虫くいさせたらどうなる
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のか。反対側を撃辺させなかったのには理由があるから比較させ違いを見させればよ

い。その時に別に言葉はいらないと思う。生徒達の感性に合った指導をすればよい。

・鑿辺したものを元の形に返してみるというのはテクニックだと思う。返したものを

見て作者が何故そこを欠いたのかを知ることにより、美的センス・味わい方を身につ

けることにつながっていくのではないか。

.〃重ね押し〃の指導も是非して欲しい。〃重ね押し〃することで印泥本来の色が鮮

明にでてくる。

.－年間の授業配分はどうなっているのか。

→返答

一学期は毛筆活動で｢九成宮醸泉銘｣と｢孔子廟堂碑｣と倣書（２文字)、漢字仮名交

じりの書（５時間)、小筆で名前を書く（２時間）で量よりも知って欲しいものを中心

に計６作品仕上げる。自己評価表も提出させている。二学期は蒙刻（１０時間)、行書

で色紙に－字書、夏休みの課題として生活の中の書の収集なども評価している。三学

期は、仮名、漢字仮名交じりの書（－学期は構想段階）

・教科書の上で押印していたがなぜか。

→返答

〃印褥〃がないので、何も指導しなければ、机の上で押してしまい印泥がつかない

ことになる。いつも持って来ていて身近にあるものということで教科書を使っている。

３，助言者より

ペア学習しやすいように生徒をすわらせるなど細かい所での気配りがされている。

蒙刻（氏名印を亥りる）という、一人一人の個に応じた指導の中で〃言葉〃を正確に

用いて指導されている点〃言葉〃で理由づけをして指導している点が参考になった。

「言葉を大切にする」－どの教科の指導においても、明確に言葉で理解させること

が必要である。〃鑑賞〃の場面でも、生徒から出てくる言葉から時間をおかずにボン

ボンとかえってくる言葉で日頃の指導の成果がうかがえる。書と言葉の関係からも、〃

言葉〃を大事にしていくことが芸術科書道の目標達成につながるのではないか。

〃虫くい・撃辺〃について－華道でも、わざと枯れた葉や虫くいの葉を用いて味

わいを出したり時間の変化をみていくということがあるが、このような感性が東洋や

日本の文化にあるのではないか。大きな書の世界での広がりから、さらにもっと文化

的な感』性にまでいくと、ものすごく世界が広がっていくのではないか。感』性を育てて

いく－それを生徒が喜び、楽しみを味わいながらやっていく本当に素晴らしい授業

であると思う。
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研究協議会Ⅱのまとめ



3年１組国語科書写学習指導案

11月27日（月）５時間目

指導者越井千鶴

１．単元名平仮名の筆使いを知ろう「にじ」

・平仮名の筆使いを理解する。（知識・理解）

・平仮名の筆使いに気をつけて，毛筆で「にじ」を書く。

（技能）

･文字の大きさや中心に気をつけて，文章を書く。

（知識・理解，技能）

２目標

ａ指導にあたって

（教材について）

前単元までに，児童は，漢字と片仮名を書く時の筆使いについて，学習してきた。本単

元では，漢字とは違う平仮名特有の柔らかく，やさしい筆使いを学習することになる。児

童の多くは，両者の筆使いが違う事など思いもしないだろう。そこで，まず，「にじ」で

は，平仮名の筆使いの特徴について，今までに書いてきた漢字と比較しながらその違いを

捉えさせていきたい。漢字の硬さに比べて，平仮名の持つ柔らかさや丸みなどが，始筆の

入り方や筆使いの違いから生まれることを理解させていきたい。また，書くときのリズム

や呼吸も，漢字のときとは違うことも感じられるよう促していきたい。

この単元で，平仮名を扱ったことにより，「毛筆で学んだことを硬筆に生かしていく」

応用学習では，漢字仮名交じりの文章の書き方を学習する。この「文字のひみつをさぐろ

う」では，文章を，文字の大きさや中心に気をつけて書けるようにさせることが大切であ

る。文字の大きさは，漢字に比べて平仮名を少し小さく書き，文字の中心を行の中心に揃

えて書くと，読みやすく整った配列になることに気づかせ，できるようにさせていきたい。

（子どもについて）

３年生は毛筆入門期であり，道具の名前，用意の仕方，姿勢，筆の持ち方といった基本

の学習から始まった。児童は，筆を持ち伸び伸びと文字が書けるこの書写の時間が大好き

である。初め，始筆，送筆，終筆から始まった学習にも，意欲的にまた集中して，その時

間のめあてに向けて一生懸命取り組んできた。しかし，意欲はあるものの，まだまだ自分

の思い通りの文字は書けないのが現状である。そのため，－時間毎にポイントを絞っため

あてを設定し，その点での成長を見つめることを大切にしてきた。また，最初は，準備や

片づけにも時間がかかったが，少しずつではあるが，早く，上手にできるようになってき

ている。児童が，自ら考え，気づき学習していくことを大切にしたいため，次のような

授業の進め方を考えている。児童は，まず，今までの知識の中で「にじ」を書いてみる。

次に，コンテンツや手本の筆使いを見て，自分の作品と比較し，平仮名の筆使いに気づき，

めあてを持つ。さらに，そのめあてに向けて練習をし，まとめ書きの作品を書く。最後に，
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試し書きとまとめ書きの作品を比べ，自分の成長を評価するという流れである。自分の気

づきや友だちの気づきから学んだことを生かして実際に書き，自分の作品の中で自身の成

長を実感していくことが次の意欲へとつながり，書写の楽しさを感じられると考えるから

である。

（机の配置について）

机の配置についていろいろ試みた。１学期は，指示が通りやすい事を考え，前向きで学

習した。’２学期初めには，風車状に並べ，グループの子が書いた作品が見えるようにし

てみた。グループでお互いに鑑賞し合い，アドバイスをしながら書く様子が見られた。し

かし，アドバイスの声が聞こえ出すと，静かではなくなり書いている子への妨げになると

か，コンテンツが見えにくいというマイナス面が見えだした。そこで，今回は，コンテン

ツや拡大手本を見て考える学習であることから，机の配置は，前向きにした。

（コンテンツの利用について）

指導にあたってコンテンツの利用を試みている。教師が，指導時に水書板に書くと，児

童に背中を向けてしまい，見ている児童の表情が見えない。また，教師の手の動きも児童

には見づらい。それで，筆使いをよりわかりやすく見せるために工夫されたコンテンツを

利用してきた。児童は，文字ができあがる様子や書く速さなどを集中して見て，学習して

いる。コンテンツは，筆使いや書く速さが体感できるので，児童は繰り返し見たがる。そ

の上，指導者が机間指導に当たっている間も，見たい子は見ることができ，便利である。

利用する場面としては，①準備の仕方の画面を表示する時。②「にじ」全部を書く筆使

いを見せる時。③部分の筆使いを見せる時。④姿勢や筆の持ち方の確認する時。などがあ

る。どの場面で見せるのが効果的であるのか，まだまだ考えていかなければならない事で

ある。

４．学習計画（総時数３時間）

７），

函・伯Ｉ反１０

Ｚノド１０ ７）'胴自,

７

？

コニｌＪｒｊ､調果、Ⅲノ１台０

－１６－

<'糠１
平仮名と漢字の筆使いにつ

いて違いを見つけよう。

●

●

｢にじ」を書いてみよう。

(本時１／２）

｢にじ」を平仮名の筆使い

と中心に気をつけながらまと

め書きしょう。

(１） LijLll
次 ねらい 児童の学習活動 支援（・）と評価（★）



書くことができる。

・文字の枠や中心線を

入れた練習用紙を用意

し，大事なことに気づ

かせる。

★文字の大きさや中心

に気をつけて原稿用紙

に文章を書くことがで

きる。

文字の大きさと中心に気をつ

けながら文章を書いてみよ

う。

（１）

文字の大きさや文字

の中心に気をつけて漢

字かな混じりの文章を

書く。（１時間）

文
字
の
ひ
み
つ
を
さ
ぐ
ろ
う

５，本時の学習

（１）ねらい ･平仮名の筆使いを理解して毛筆で「にじ」を書く。

（理解・技能）

（２）展開

又時の志

－
］

ｌ
ｌｌ
ｌ－」

R）。『

８１Ｃ

, ソ

話し合

h淫カコ８１

７）

ｿ）Ｉ工工

Ｏ自分0
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l鰯■’
○漢字とひらがなとどこが違う

だろう

●

●

。

まがりがまるいよ。

入り方（始筆）がひらがなは

やわらかい。やさしい。

●

●

●

●

にのはね方が上にはねている。

線が ， まっすぐ゛でない。くれ

ってしてる。

柔らかい感じがする。

つながっている感じがする。

○自分の試し書きを直してみよ
－

つ 。 TJLJill

学習活動 配時 児童の主な意識の流れ 支援（・）と評価（★）

○教科書を見ないで半紙に

｢にじ」を書こう。

ひらがなの筆使いで

｢にじ」を書こう
ち

つ



○練習用紙，かご字用紙などで

練習をする。

，つづくようにかきたいな。

．柔らかい感じをだしたい。

・コンテンツをもう一度みたい

よ。

・姿勢，筆の持ち方をコ

ンテンツで確認する。

・練習用紙を配る。

・縦画の始筆の入り方

まるみ，終筆の終わり

方に絞って今日は練習

させる。

４，練習をする。’１５

○筆使いを理解して今日の

まとめ書きをしよう。a…書きを|‘する。

・赤チョークでできてい

る規準に○をつけさせる。

★始筆，終筆，まるみの

特徴を理解して毛筆で

「にじ」を書くことがで

きる。

○自己評価する。

○となり同士でまとめ書きを見

合い評価する。

６，評価をする。’８

○代表の作品をみんなで見合

い，アドバイスをもらう。

冗次時の学習を|’知る。 ○次は「にじ」の中心に気をつ

けてまとめ書きしよう。

６，授業を終えて

書写の時間が楽しい、筆で字を書くことが好きだ、という子供の気持ちを大切にし、

その気持ちを持続させていきたい。毎時間そう願いながら授業に向かう。そのために必

要なのは、子どもたちが、うまくかけたという満足感を持てることだと考えている。

今回の授業を終えて、ますます子どもたちが書写を好きになったことを実感すること

ができた。試し書きの字と本時のまとめ書きの字が明らかに違った。そのことをそれぞ

れの子どもたちが自己評価し、満足することができたからである。

コンテンツを見ながら活動できたことがそれに大きく関わっているのは、明らかだ。

本時のめあては、「ひらがなの筆使いを理解して書く」である。コンテンツを見ながら、

漢字の筆使いとひらがなの筆使いの違いを考え、話し合った。みんなで確認した後、自

分で試し書きに赤チョークを入れた。自己評価をすることで、筆使いを意識し書くこと

ができたようだ。特に、ひらがなの持つやわらかさや始筆、終筆にも気を配ることがで

きた。また、コンテンツを繰り返し見ることで、ひらがなを書くときのリズム、呼吸も

感じることができた。静かな中、自分の捕らえたものを各自が、白い紙に表現すること

ができたようだった。

最後に、みんなで作品を見合ったときに、友だちの字の変化に驚く。思わず拍手が生

まれた。友だちがうまくなっていくことを喜ぶ子どもの姿がとても嬉しかった。

うまく書けることが子どもの気持ちを動かす原動力になる。次の時間も根気よく丁寧

に自分の作品を仕上げている姿を見ることができた。
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中心線を意識させたり、字の大きさや組み合わせを捕らえさせたり、いろいろなこと

がコンテンツを利用することで簡単に可能になってくる。また、コンテンツを見せなが

ら、個々に学習の機会を与え、一方で担任は、個人の手を取り一緒に書く時間を確保で

きる。より多くの子どもたちの手を取ることができるようになった。

しかし、「大」の右払いを学習するときは、なかなかコンテンツだけではうまくいか

ず、担任が筆を持ち実際に範書するということもあった。また、移す角度によって、筆

の入り方や角度が捕らえにくいということもあった。コンテンツばかりを頼るのではな

く、従来の指導などを取り入れ、組み合わせていくことが大切だと考える。種々の方を

法を知っていることはより深く、適切な指導へとつながるだろう。今回、コンテンツを

使い指導させていただくことで、３年生の子どもたちに毛筆の基礎基本を適切に指導で

きたと思う。支えてくださった先生方に心から感謝している。
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｢第３１回全日本高等学校書道教育研究大会報告」

石川県立金沢伏見高等学校教諭田中学

開催日：平成１８年１１月１８日（士）１９日（日）の二日間。

会場：大阪市の帝塚山学院高等学校。

大会テーマ:｢書道教育の在りかを求めて～改めて問う、書道教育で何を育て得るか？」

参加動機：指導要領において「漢字仮名交じりの書」の内容が盛り込まれてから久し

い。これまで石川県内の各高校をはじめとして、各地でも試行錯誤が行なわれ様々な

授業が実践されてきたと思われる。参加に際しては、実践例を聴くのはもちろん、「芸

術科に位置づけられる書道という教科において、評価の方法」という日頃からの疑問

が解決できるヒントが得られるかもしれないと考えたからであった。また、もうひと

つの理由として「書道を愛好する」手立てを知りたかったこともある。

日程：今回、週末に開催された（しかも二日間とも研究発表が同一内容である）理由

は、昨今の状態において書道教諭の平日二日間の参加が非常に困難な状況にあるから

という。

参加報告：参加者には「大会集録」と『私のイチ押し授業｣、そしてその教材に関する

内容が集録されたＤＶＤが配布された。『私のイチ押し授業」とは、大阪府内の書道担

当教諭が自分の取り組みを紹介するという分厚い別冊本である。非常に充実した内容

であり、今後自分の授業に活用できるものであった。

－日目は、分科会「｢指導と評価の一体化」の実践研究』に参加。

発表者は舛添真一氏（大分県立大分舞鶴高等学校)。氏は「評価結果→その後の指導

改善→新しい指導→再度評価」の流れを提案した。その流れというのは、以下の通り。

まず、自己評価表（図Ａ）による評価を行なう。これを記入することによって生徒

と教諭の互いが今後の改善点を共有することができる。次の段階においては、評価を

具体的にわけた自己評価表（図Ｂ）への記入。ここには、より詳細な活動内容や授業

の目標が明確に書かれてあり、提出の際には生徒の求めていることもはっきりする効

果が期待できる。こうしたやりとりを通していく中で個人カルテ（図Ｃ）を実施する。

このカルテは指導者が変わった場合であっても、継続的な指導が可能であることに注

目したい。そして最終的に評価グラフ（図Ｄ）に書きこむことになる。若干、記入に

時間がかかり過ぎる－面もあるが、自己評価と指導者の評価の差異が明らかになり、

授業への取り組みのみならず生活指導にもつながる資料にもなり得る、という。

この発表・協議を通じて感じたことは、生徒自身の心・充実感をできるだけ知る機

会を作る、ということに尽きるのではないか。実際に発表された氏は様々な場面にお

いて多用な「自己評価シート」を作成し、それらの中から個々の生徒の充実ざを読み

取っていた（しかし、これらの作業は生徒数の多さや他の業務との兼ね合い、「評価の

ための評価」に陥らないことという課題が残された)。

－２０－



二日目は「工芸的な書、実践研究～新素材で作る身近な書」という授業研究に参加。

食パンに砂糖で文字を書いて焼きあがりを楽しんだ後に鑑賞して実食する、アクリ

ル板を使ったミニオブジェ制作など有意義なひとときを体験できた（写真１参照)。

シンポジウムは、二日間ともテーマは「鑑賞｣。

何故、このことが掲げられたのかというと、これまで書活動においては「制作」ば

かりを重点的に指導してきた傾向にあり、生徒には「制作」を行なう際に先人の作品

を見る見識力がないという現状による。

初日には長野氏（文部科学省）から「鑑賞は“知,,を深める手段である」「“本物を

見た，，という体験を専門用語を駆使した言葉にできるように」などの講評をいただい

た。二日目は美術担当教諭もパネラーに迎え、鑑賞者という立場からの書の愛好者を

育てていく必要性を感じた。

この二日間は非常に充実した時間を過ごすことができました。

－２１－



第47回全日本書写書道教育研究会

東京〔杉並〕大会報告

金沢市立高岡中学校教諭八田和幸

１．授業研究について

会場杉並区立堀之内小学校

、寅京２３区の勘ii;１，－ﾉ段`には／誠匝zZr区:／とよはγzろ区域に立地、薄ち春いた雰囲気で、

住宅z2fﾌﾞ］多い。茂庭は全面雪空｢ノ

時期平成１８年１１月１０日（金）３限目

｢i丁寧涙〒ニヨ
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基礎iii;基本を晋;｛得蝋日常化をめIざす「書?写↓の}学i習;過i程

低学年分科会主題「基礎･基本を知り、生活の中に生かす書写の学習過程」

授業杉並区立堀之内小学校２年２組３７名

指導者世田谷区立三軒茶屋小学校山本伸子先生

杉並区立堀之内小学校鈴木あゆみ先生

①単元名かん字を書いてみよう『画や点に気をつけて書こう』

中学年分科会主題「基礎･基本の定着をはかり､生活の中に生かす書写の学習過程」

授業杉並区立堀之内小学校３年２組３１名

指導者杉並区立杉並第三小学校田中恵美子先生

杉並区立堀之内小学校笹井知子先生

①単元名「おれ」の筆使いを知ろう『月』

②単元の目標

（１）自ら課題を見つけ解決し、進んで学習することができる。（関心・意欲・態度）

（２）「おれ」の筆使いを確かめて、「月」に書くことができる。（知識・理解・技能）

（３）他の文字についても、「おれ」に気をつけて書こうとする。（生活の中に生かす）

③単元設定の理由

（１）指導事項の意義便点のみノ

・毛筆学習の初めの学年。姿勢・執筆～用具用材の準備～後方づけまでの基礎・基本

習得の学年。

・指導事項は、筆使い。

・今単元では、「月」を通して「おれ」の筆使いの学習。

「大」で学習した「はらい」（１画目から２画目への空中でのつながりが「はらい」

になること）と、「小」で学習した「はね」（２画目から次の３画目へつながるこ

とが「はね」になること）にもふれる。

（３）指導の系統毛筆の筆使いに関する要素の構成

－２２－



④研究主題との関連

Ｉ基礎・基本の定着をはかるための学習過程の工夫

ｉ正しい姿勢や執筆について常に意識させる。

ｉｉ用具の準備や片づけなどに慣れる。

iii筆の動きや文字の基準を理解しやすいようにする。

ｉｖ手を添えて指導(※１）したり、演示(※２)やＣＤ－ＲＯＭ(※３)で筆使いを

見せたりすることにより、文字の基準をつかみやすくする。

ｖ課題の筆使いをお互いに見せ合い教え合う場を設定する。

（※1）！（※2）
ＴＴの強みを生かし、手を添えて筆使い｜朱墨に濃淡をつけ、筆先の動きがわかるよ
を指導。 ｜うに､教卓に備え付けたカメラ(OHC)で演示。

(※３）

パソコンも準備してあり、課題追求の時間に

なった時、何人かの生徒がこのコーナーを訪れ、

CＤ－ＲＯＭ（光村図書作成）を起動させていた。

－２３－

学年 始筆

送筆

直線・折れ ●

曲がり・そりM1

終筆

止め・はね

払い

●

」点 平仮名の

筆使い

筆使い

全体

３年 ｢二」「＋」

｢にじ」

｢二」「＋」

｢月」「ピル」

｢氷山」

｢二」「＋」

｢小」「大」

｢氷山」

｢小」

｢氷山」

｢にじ」

｢はと」

４年 ｢元気」 ｢ゆず」 ｢光」「元気」

｢生命」

5年 ｢歩み」「愛」

｢外国」「自然

を守る」

6年 ｢登る」「幸福」

｢深い友情」

｢飛び立つ烏」



Ⅱ自分の課題をもち、解決しようとする学習過程の工夫

ｉ試し書きと基準文字との比較をしながら書き込みをして課題を明らかにする。

iiかご字を線でなぞり、色分けする

ことで、筆順や点画・筆使いを細

かに把握できるようにする(※４）

iii基準文字と比較できるように、

正しく書かれていない何点かの例

を挙げて「おれ」の筆使いが意識

できるようにする。

iv確かめシートや分解文字を操作し

ながら、字形や、文字のバランス

を考える。（※５）

ｖ課題にあった練習用紙を活用する。

vi2色筆や水書用紙を使って練習する。

ｖｉｉＣＤ－ＲＯＭで筆使いを確認する。

(※４）

(※６）

（※５） （※６）

Ⅲ生活の中に生かす工夫

ｉ教材文字で学習したことを硬筆で書いたり、他の文字に生かしたりして、生活

化・日常化できるように意識づけを図る゜

Ⅳ意欲につながる評価の工夫

ｉ試し書きとまとめ書きを比べることで学習の成果を見る。（自己評価）

in学習カード（評価カード）を利用して、学習を振り返り、次時の課題をつかま

せる。

iii黒板に掲示したり隣同士見せ合ったりすることで、相互評価し、お互いの成果

を確かめる。

⑤児童の実態Ｃ露点のみノ

．ほとんどの児童が書写の時間を楽しみにしている。

・準備や後片づけについてはスムーズになってきた。

、姿勢や用具の持ち方、始筆・終筆・筆の向きなどについてはまだ暖昧さが残る。

－２４－



＊「おれ」の向きに課題がある。（31人中12人）
・斜めになっている。

＊「おれ」の形に課題がある。（31人中３人）
・丸くなっている。

＊だいたいできている。（31人中16人）

－２５－

(、鐺道計面（３時間稲い）ｒ露点のみノ

主な学習活動 評価 時間

○「月」の文字の基準を知る

●

●

●

筆||頂確認、試し書き・基準理解

クレパスによるかご書き

(筆11原や点画・筆使いの把握）

筆使いの良い例悪い例の演示を見な

がら練習

･試し書きに書き込みをして、（※）

自分の課題を知る。

●

●

●

｢おれ」の基準を考えることができ

る ◎

自分の課題を見つけることができる。

｢おれ」は横画と縦画とが連続して

いるものとわかる。

１

○自分の課題にそって練習し、まとめ書

きをする。

● 自分の課題を確かめて練習する。

･試し書きとまとめ書きを比べて、良

<なったところを確かめる。

･練習用紙や様々なコーナーを活用し

て、自分の課題解決をめざすことが

できる。

１

本時

○硬筆で、他の文字にも生かして書く。
●

●

●

｢月」を使った文づくりをする。

｢おれ」の既習文字を探して、書く 。

これらをつなげてことば遊びをする。

● 毛筆の学習を硬筆に生かすことがで

きる ｡

･文字に対する意識を高めることがで

きる ◎

１



⑦本時の学習(2／3時間）

-２６－

児童の活動
教師の支援

Ｔ１ Ｔ２
評価内容 備考

課
題
提
示

１．ウォーミングアップ

をする。

２．学習のめあてを知

る 。

･学習内容を知

らせる。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ

･学習準備がで

きているか机

間指導する。 |識I’
拡大教材文

字

｢おれ」の筆使いに気をつけて、ていねいに書こう

課
題
把
握

3．筆順・基準を確かめ

●

る 。

自分のめあてを明ら

かにする。

(前時の試し書きを見る）

･前時を思い出

させて 、

字の基準

文
を

発表させる。

･演示する。

･拡大文字に書

き入れてい

〈 ◎

筆順・基準

を知り、自

分のめあて

を確かめて

いる ◎

｢おれ」の筆使いを思い出そう

●

●

｢おれ」のポイント

穂先は、十時半

止めて、そのまま下へ

掲示物

基準を明確

にするため

の例示文字

ＯＨＣ

実
行
・
追
求

４．練習用紙を使って練

習する。

５．自分のめあてにそっ

た練習コーナーで練

習をする。

６．「おれ」の筆使いを

お互いに見合う。

７．まとめ書きする。

･練習用紙を用意する。

･机間指導する。

･手を添えて筆使いの指導をす

る ０

･練習コーナーを活用きせる。

･基準を確かめながら、丁寧に

●

書かせる。

練習したことが生かせるよう

に意識づける。

自分のめあ

てを意識し

ながら練習

している。

基準に気を

つけて、丁

寧に書いて

いる ０

練習用紙

水害用紙

2色筆

分解文字

確かめシー

トのスケー

ル

ＣＤ－ＲＯＭ

ま
と
め
・
確
認

８．試し書きとまとめ書

きを比べて、学習力

ろ

ﾄﾞに評価を記入す

。

９．相互評価して、友達

の良くなったところ

を見つけ、学習の成

果を発表する。

１０次時の学習内容を知

る ◎

･黒板に試し書きとまとめ書き

を掲示して、自分や友達の良

くなったところを認め合える

ようにする。

･次時の学習内容を知らせる。

自分や友達

の良〈な つ

たところに

気づいてい

る 。

学習カード



⑧評価基準

－２７－

評価内容
Ａ,十分満足できると

判断されるもの

Ｂ､おおむね満足できる
と判断されるもの

Ｃに対する支援方法

ア.自分の課題を意識

している。

● 自分の課題を十分

につかんでいる。

● 自分の課題をおお

むねつかんでいる。

個別支援

イ.基準に気をつけて

書いている。

● ｢おれ」の筆使い

に気をつけて、文

字の中心や既習の

｢はらい」や「はね」

にも気をつけて書

いている。

● ｢おれ」の筆使い

に気をつけて書い

ている。

個別支援

○手を添えて一緒に

書く。

○適切な練習方法を

助言する。

○たしかめシート

ウ．自己評価できてい

る。

● 基準を意識して適

切に評価している。

● 基準を意識して、

評価している。

基準にそって評価す

るように個別支援す

ろ ●
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高学年分科会主題

「基礎・基本の充実を図Ｄ、生活に役立てる書写の学習過程」
授業杉並区立堀之内小学校５年1組３０名

指導者練馬区立光和小学校前野みち江先生

杉並区立堀之内小学校福神瞳先生

①単元名「平仮名の字形と行の中心を知ろう」『もみじ』

②単元の目標

（１）平仮名の字形と行の中心に注意して、主体的に取り組む。（関心・意欲・態度）

（２）〃を理解する。 （知識・理解）

（３）〃に注意して書く。（技能）

（４）〃に注意して、語句・文を書く。（生活の中に生かす）

③単元設定の理由

（１）指導事項の意義便点のみノ

・平仮名の外形を基に文字の中心を探り、行の中心も意識して書けるようにする。

・平仮名の成り立ちを学び、漢字と比べることで、漢字とは違う丸み・柔らかさがあ

ることを再認識する。

・硬筆による練習で、字間をそろえることや左右の余白、文字の大きさに気をつける
ことによって読みやすさが増すことに気づく。

、漢字と仮名の文字クイズを活用し、平仮名の特徴や文字の点画相互の関係を考えさ
せる。

．切り取った文字を操作し、行の中心を意識させる。

、相手を意識して行を整えながらていねいに招待状を書くことにより、生活の中に書
写の学習を役立てていきたい。

（２）指導事項の系統（‘要>点のみノ

・平仮名の字形を整えるためには、点画の長短・方向・接し方・交わり方に注意して
書くと良いことに気づかせたい。

．また、文字の外形・中心・画間・組み立て方も字形を整えるために大切。

－２９－

学年 外形・中心 他教科等との関連

1年

2年

￣ ひらがなをかいてみよう

〔ｃのかたち〕しかくたてながしかく

よこながしかく

四かん字をかいてみよう

〔字のかたち〕しかくたてながしかく

よこながしかくさんかく
－

－ かん字のひみつをさぐろう

〔字の形〕たてながしかくよこながしかく

さんかくひしがた

四かん字を書いてみよう（一）

〔字の形〕「日」が漢字の一部になるとき

五かん字を書いてみよう（二）

〔書きじゆん〕画や点の間字の中心

○自分の名前

○絵日記

○係の名前

○町探検お礼状

○みつけたよカード

○七夕の願い事

○招待状・名札

○おたより（はがき）等

３年 七文字の大きさと中心（硬筆） ○学期ごとのめあて



④研究主題との関連

（１）基礎・基本の定着を図る学習過程の工夫

正しい姿勢や執筆の意識化、用具の準備・片づけなどの扱い方に慣れること、基本

的な点画の筆使いを理解すること。

Ｉ基準の文字（教材文字）・拡大文字への書き込みや視聴覚機器の活用

・文字の基準（原理・原則）と筆の動き、字配り、筆順などが理解できるようにする。

・基準の文字と何点かの文字とを見比べて、正しい文字に対する感覚を養う。

Ⅱ自分の課題をもち解決に向かう学習活動

・試し書きと基準の文字を比較しながら、

筆脈やリズムなどの書字過程を意識した

課題を書き込んでいく。

・クリアシートや分解文字を操作しながら、

文字の組み立て、文字のバランスを考え

る。

．“一文字を一筆で書く，，ということを意識

して書く。

Ⅲ自分の課題にあった練習用紙の選択や作成

Ⅳ評価カードの工夫

・課題意識を明確にし、自己評価・相互評価

Ｖ作品ファイル

・試し書きとまとめ書きを並べて貼り、

学習の成果（練習後の変容）を見る。

自己評価・相互評価に役立てる。

鍵 懇
円
例
白
目
品

、

（２）主体的に課題解決できる学習過程の工夫

自分の課題をもつために自らが解決すべき

問題の明確化

・試し書きと教材文字との比較、書き込み

活動

Ｔ圦邦

Ｉ

面idi鈩三

3０

4年 五筆順と字形との関係を知ろう「左右」

七文字の中心と平仮名の筆使いを知ろう

｢ゆず」

八筆使いと字形を知ろう

｢元気」曲がり・はねそり.はね

九学習したことを生かして書いてみよう

｢生命」

○自己紹介カード

○係活動表○見学新聞

○絵本作り

○お店の看板

○プログラム

○社会科見学礼状

○招待状・名札等

5年

6年

￣ はじめに 「歩み」

六平仮名の字形と行の中心を知ろう

｢もみじ」

九学習したことを生かして書いてみよう

｢愛」「外国」「自然を守る」

はじめに「登る」

九学習したことを生かして書いてみよう

｢幸福」「深い友情」「飛び立つ鳥」

○学期・１年のめあて

○クラブ・委員会からのお知らせ

○短歌・俳句・詩

○行事のスローガン・プログ

ラム・ポスター

○きまりや目標

○学級新聞・壁新聞

○招待状作り・礼状

○卒業文集・寄せ書き等



Ⅱ課題意識の明確化と自己評価･相互評価

・課題別グループ、学習カードの工夫'活用

Ⅲ課題を解決する能力の育成

・練習用紙を選択したり作成したりすること

により、課題を明確にする。

・点画の運動がわかるように教材文字に赤ペ

ンなどで補助線を入れたり、始筆の位置が

はっきりするように印をつけたりする。

翰由壁

懸蝋！

ili壁ii≦菫8へ

凸1

．'’日-－印■囚「。

（３）生活の中に生かす工夫

Ｉ児童が目にする場所を「よい文字環境」に整え、より多くの「よい文字」を知らせる。

・教師による板書の工夫や教室内・廊下など、校舎内の掲示物の工夫

Ⅱ相手によって読みやすく、書き手の思いが伝わる文字を丁寧に整えて書く。

・班日記や係、当番からのお知らせなど、掲示物の工夫

Ⅲ文字に対する意識の高まりや、学習成果を認め合えるような工夫をする。

・文字調べ、作品ファイル、教室掲示の工夫

Ⅳ日常の文字活動に生かす。

・行事における掲示物・ポスター・スローガン・プログラム・招待状・学級新聞など

（４）意欲につながる評価の工夫

Ｉ児童の発表や書き込み活動から、知識理解の定着を見る。

Ⅱ試し書きとまとめ書きを比較し、学習の成果を見る。

Ⅲクリアシートと文字スケールを活用し、基準の文字と自分の文字とを比べる。

Ⅳ評価を診断できる学習カード（評価カード）を活用する。

Ｖ黒板に掲示したり、課題別グループで見せ合ったりすることで、自己評価・相互評価を

して、学習の成果を認め合う。

Ⅵ基準をしっかりと理解させ、机間指導でよいところを認め、意欲につなげる。

Ⅶ個の学習の伸びを見るために評価カルテを作成し、活用する。

Ⅷ試し書きとまとめ書きを家庭通信に載せ、保護者の理解や励ましを得る。

－３１－



⑤児童の実態

正確に書こうとする意識がなおざりにされ、あわてて書いた、くせのある文字が定着し

てしまっている傾向にある。字源を知り、書き11項や筆の動きなどを意識させ、行の中心に

書けるような指導が必要。各自の課題を意識して、自分に合う練習方法を考えさせ、達成

感を味わうとともに文字意識を高めさせるようにしたい。

(児童数30名）硬筆文字での実態

○行の中心に課題がある…30人中１５人（50％）

(文字の左右の余白）に課題がある…30人中６人（20％）○文字の大きき

大きすぎる 小さすぎる

囹
・２画目より、３画目の方が長い…30人中19人（63％）

EffZl 田
・はらいが短く、はらう方向が適切ではない…30人中24人

に可iEl 同

(80％）

－３２－

■
日
ロ

ろ
じ

し

ン

、

雫

【

￣￣￣￣￣

・１－１」作１－Ｉい〕



回
･外形が台形にならない…30人中27人（90％）

函Ⅱ閾’
1画目の結びが適切ではない…30人中16人（53％）

升｜｜歩

回
･濁点の位置が適切ではない…30人中19人（63％）□

砺
匠

庭
』
、 (27％）はらう方向が適切ではない…30人中８人1画目のはらいが短く、

－３３－



⑥指導計画（３時間扱い）

⑦本時の学習（２／３）

（１）目標

①平仮名の外形を基に、行の中心を見つけることができる。

②自分の課題にそって学習することができる。

(2)展開

－３４－

主な学習活動 主題との関連 評価 時間

○ねらいを知る。

○漢字クイズから字源を

理解する。

○試し書きをする。

○基準を知る。

･平仮名の字形

･平仮名の行の中心

○自分の課題を見つける。

･外形を図式化して平仮名

の字形を知る。

･試し書きから自分の課題

●

を見つける。

ＴＴによる個に応じた指

導をする。

･試し書きと教材文字を

比べて、自分の課題を見

つけることができる。

１

○基準を確かめる。

○漢字クイズで学習した

字源をもとに活動する。

○課題の解決を図る゜

･練習する
● まとめ書きをする

･評価する

･文字の基準を理解し、練

習用紙を選択したり作成

したりする。

･課題に照らして書けたか、

自己評価する。

● 字形や行の中心を確か

めて練習することができ

る 。

１
（
本
時
）

○毛筆で学習したことを

生かす

●

。

幼稚園に展覧会の招

待状を書く

･行を整えて硬筆で書く。 ● 学習したことを生かし

て、招待状を書くことが

できる。
１

児童の活動
教師の支援

Ｔ１ Ｔ２
評価内容 備考

課
題
提
示

1.学習のめあてを確認

●

する。

漢字クイズで学習し

た字源を確認する。

● 学習内容を

知らせる。

･基準を提示

する。

平仮名の字形と行の中心を理解して、自分の課題を解決しよう

● めあて

･拡大文字



(3)評価規準

-３５－

課
題
把
握

自分の課題

にそっため

あてがつか

める 。

めあてに対

する基準が

つかめる 。

･学習カー

ド

実
行
・
追
求

３.練習用紙を選択した

り、作成したりして

自分の課題を解決す

る 。

４まとめ書きをする。

･個に応じた

課題解決の

支援をする。

･めあてに合っ

た練習用紙を

作成したり、

選択したりで

きるように助

言する。

字源を意識した活動を

行うよう声をかける

ウ課題意識を

持って練習

用紙を選択

したり作成

したりでき

る ◎

●

●

自作練習

用紙

二色筆

･水害用紙
●

●

赤ベン

ビデオ

ま
と
め
・
確
認

５.学習カードで自己評

価・相互評価する。

･次時の学習を知る。

･試し書きとまとめ書きを比

べて、学習の成果や友達の

良さに気づかせる。

･次時の学習内容を知らせる。

エまとめ書きを

基に自己評

価できたか。

オ友達のよさに

気づくこと

ができる。

学習カード

評価内容
Ａ､十分満足できると
判断されるもの

Ｂ､おおむね満足できる

と判断されるもの
Ｃに対する支援方法

ア自分のめあてがつ

かめる。

課題にそって自分の

めあてを見つけるこ

とができる。

自分のめあてを見つ

けることができる。

個別指導

イめあてに対する基

準がつかめる ◎

課題に合う基準を自ら

見つけることができる。

自分のめあてに対す

る基準がつかめる。

個別指導

ウ自分のめあてにそ

って練習できる。

自分の課題にあった

練習用紙を作って練

習することができる。

練習用紙を作って練

習できる。

個別のめあてにあっ

た練習用紙を用意す

る 。

エ自己評価できる。 自分の課題に対して

自己評価することが

できる。

学習カードのめあて

の項目に自己評価す

ることができる。

個別指導

オ友達のよくなった

点を見つけ認め合
＞

フ。

課題にそって友達の良

〈なった点について気

づ〈ことができる。

友達の良くなった点

に気づくことができ

る ◎

個別指導
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研究協議会Ⅱ

公開授業Ⅱについての授業整理会

小学校3年平がなの筆使いを知ろう「にじ」

(小松市立串小学校）

(白山市立旭丘小学校）記録西井由以子（小松市立連代寺小学校）
(石川県教育センター指導主事）

千鶴

晴美

外美

者
会
者

業
言

授
司
助

井
野
西

越
間
中

◇授業者より

・道具のそろえ方からコンテンツまで最近の書写の指導を学んだ。

・２学期からコンテンツを使って授業を行った。子どもが集中して見ているなという
のがわかる。子どもの目やつぶやきを受けて授業を進めることができる。子どもが
紙に向かう時、よし、やろうという気持ちになって臨んでいた。子どもたちは字を
かく時自分の中で目標を持ち、うまくできるというイメージを持ちながら練習を進
め、授業の終わりには充実感や満足感を得ていたように思う。

・準備・後かたづけも上手になってきた。すずりの向きがなおらなかった児童が映像
を見てなおったり、墨をゆっくり音を立てずに擦る映像を見て獲得することができ
た。

.繰り返しコンテンツを子どもが見ている間に、机間巡視して手を持って一緒にかい
てあげたり、指導することができる。

、コンテンツを見て息使いや筆使いを学び、緊張して子どもたちは紙に向かうように

なった。中心線の赤を見た時、「あつ･」と声があがる。

、プロジェクターをつなぐ、画面を出すという事がこんなに簡単なのかというように

なった。

◇質疑応答より

・平がなの筆の入り方として、筆ありの画面があったほうがよかったのではないか。
．コンテンツの映像が横からかいていたので子どもがまねをしたと思う。

・平がなだからといって筆を倒すとか気にせず、軽く止めるという始筆を意識すると
よい。

、コンピューターを使ってよかった点は誰でもできるということ。指導者も自信を持

って教えることができる。

、子どもが落ち着いていた。授業が終わったらとても上達していたので、集中のよさ

と効果を感じた。

．かくスピードが速い児童がコンテンツと同じスピードでかいた。曰で体感したと思
う。

、日本人がカタカナとひらがなを併用してきたことがわかった。授業者は平がなを「や
さしくやわらかく丁寧にかくのよ･」と言われた。

・授業の最後に、試し書きの最初の作品と最後の作品を比べた時、上手になっていて
みんなから拍手をもらって感動した。

－３７－



◇助言者より

３年の書写の授業に子どもたちが真剣に臨んでいたのがよい。

＊毛筆の入門期について

今日の授業が今までの積み上げてきたものであることがわかった。－画目・縦画・横

画・十時半（筆の入りが十時半の角度）などの用語に関して。また、道具の使い方や書

く時・聞く時のけじめやその他学習ルールが確立されている。

＊コンテンツについて

授業のどの場面でどの部分を見せるかということを教材研究することが大切である。

この場面でこの部分を二回・三回見せようとか細かいところまでイメージするとよい。

．－回目、授業の中で、自分のかいたものと比べてみようという場面で使ったのが有

効であった。縦画の入り方に焦点をあてた、カタカナの「し」の縦画の入り方と平

がなの「に」の－画目の縦画の入り方の違いである。

・二回目、筆の入り方や姿勢のコンテンツを見たタイミングが非常によかった。子ど

もの中に基本のことが思い出され、意識してその後、生かされていた。

・最後、「コンテンツが流れているから見てね｡」の声かけがあってもよかった。筆の
ものが流れていたほうがいい。

＊構成について

授業の始めに試しがきをかいて、赤色えんぴつで自分の作品を修正したのが「みそ」

であった。このことは自分のめあてや練習する目的がはっきりする大切な活動である。

最後に、また友だちの作品にもめあてにそってチェック、丸をつけることに結びつく。

子どもたちが自分の中で目標があり、観点がはっきりしていて分かりやすい。

「に」の縦画の始筆・送筆・終筆と「じ」の縦画の始筆・送筆・終筆の六点が今日の

チェックする観点である。

子どもたちは書きたいという意識を持っている。今日の授業は半分以上の時間書いて

いた。とてもよかった。いろんな要素が入っていてよかった。すばらしい授業だ。
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書写コンテンツ「書く蔵〈ん」の紹介

金沢市立大徳小学校飯田淳一

１．コンテンツ開発の動機

水害板の問題点

これまで毛筆の書写の授業において、筆使いなどを示すためには水害板を使うことが多かった。
しかしこの水害板で教えることは、！慣れない者にとって難しいだけでなく、以下のような問題点を
抱えている。

･大きな筆で、垂直に立てられた板に書くため、たいへん書きづらい。

･角度によって見せたい部分が書き手の陰になるなど見えない子どもが存在する。
･書き手は子どもの方に背を向けて書くため、子どもの反応を見ることができない。

･何度もくり返し書いて見せることができない。

･時間がたつと乾いて消えてしまい、保存しておくことができない。

そこで、プロジェクタで大きく見せることを前提とし、授業の中で各単元の学習のねらいを達成
するために、主に教師が活用するデジタルコンテンツを作成することを考えた。
一言で言えば「水書板に代わるもの」そして、「さらば水書板」である。

２コンテンツ開発の目的

毛筆の指導において、教科書に準拠し、主に教師が示範用として使う、動画を中心としたコンテ
ンツを単元ごとに作成し、データベース化する。

３～６年生の全単元と基本的な事項、基本の点画、および実践例が主な内容である。

作成の段階で一般の教員に評価してもらい、開発の意義を確認し、さらに改善を図っていく。

３．コンテンツ開発の設計思想

開発にあたっての前提条件は、プロジェクタで大きく映し、水害板での指導に代わるものにする

ことである。そして開発の設計思想として、これまであるデジタルコンテンツを改善する次の３点
を考え、作成にあたった。

（１）基本の点画のみではなく、書く字全体を動画で示したものを作成する。

筆の運びを表示する動画データの作成にあたって、アニメーション作成ソフトを使う方法もある
が、あえて実写にこだわって作成する。それは書き手の存在を意識させるためである。筆使いのみ
ならず筆の運びの緩急やリズム、言わば書き手の呼吸が伝わる動画を通して、子どもたちに少しで
も「生きた字」を伝えたいという思いがある。

そのためには、基本の点画のみではなく、その単元で書く字（教科書のお手本）全体を表示する
ことが必要と考えた。これは書き順や筆脈などの提示も兼ねている。

しかし、書いていく様子を撮影するとき、どうしても筆とそれを持つ手が映ってしまう。そして
それらが映らないように角度を変えて撮影すると、字が台形にゆがんでしまうという困った状態に

なる。

そこで、字がゆがまず、筆や手に隠れないように撮影するために、以下のような方法を工夫して
動画データを作成する。

①透明なアクリル板に直接半紙を置き、墨の量を調節しながら書く。

②アクリル板の下から裏写りしている様子をピデオカメラで撮影する。
③撮ったものをパソコンに取り込み、ビデオ編集ソフトで左右を反転させ、データ化する。

なお、筆使いを見せたい場合は上から筆先をアップで撮影しデータ化する。

（２）デジタルのよさを活かし、動画データを加工して使う。

撮影した動画データを加工し、補助線などを入れ学習の効果を上げる。動画部分は途中で止めら
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れるので、くり返しポイントを押さえて、指導できるものにする。

なお動画部分は再生中にダブルクリックすると全画面で大きく表示される。

（３）一つの単元でまとまったコンテンツとすることで使い勝手をよくする。

画面の中に単元ごとの課題の提示や加工したデータも埋め込んで活用できるようにする。また一
目で見せたい動画データにたどり着けるように一覧'性を重視する。

授業で使うことを前提としているので、教科書の単元・題材に準拠したものにする。
最初のページは全単元が一覧表示できるようにし、学習の足跡や見通し、指導の系列もわかるよ
うにする。復習や予習（発展）などにも活用できるようにする。

４コンテンツ活用にあたっての注意点

授業で使用する場合、その単元の課題や授業のねらいをはっきりとさせ、その上で「何をどのよ
うに見せるか」を組み立てなければいけない。

デジタルコンテンツは便利だからといって、あるものをすべて見せておけばよいというものでは
ないのである。

教師が忘れてはいけないことは

①見る側の必然性（見たい意欲や何のために見るかの意識）を高めた上で見せること
②どこをどのように見ればよいかの視点を与え、確認した上で見せること

それを考えるためには、まず授業研究、教材研究をしっかりとする必要がある。場合によっては、
「この部分は見せない」という使い方が効果を生む場合もある。

早い話が、デジタルのコンテンツを使う場合も、アナログで教具を準備する場合も同じ、教材研
究が大事だということだ。

このコンテンツは学習事項の理解や視覚イメージを持たせることへの効果は、確実にある。
しかし水泳教室のビデオをどれだけ熱心に見ても、見ただけでは泳げるようにはならないのと同

じように、ほとんどの場合、コンテンツを見ただけでは上手く書けるようにならない。
実際に体（手）を動かす「書くという運動のイメージ」をつけさせるには、子どもの手を持って

ポイントを確認しながら一緒に書くのが－番効果的であるように思われる。
理想とする視覚のイメージと、子ども一人一人の運動のイメージ（書く技能）をどれだけ結びつ
けられるか、そして単元の課題にいかに迫らせるか、教師の授業力にかかっている。

５．おわりに

こんなものがあればいいな、という思いでコンテンツを作成してきた。そして今後も、なお一層
より良いものに改善していきたいと考えている。使いにくいところや直すべきところなど改善点を
どんどん指摘していただけると幸いである。

2007.81現在の最新のコンテンツの`情報は以下にあります。開発に協力していただける方のみ
以下のアドレスからご覧ください。

http://iidacafe､coocanJp/syosyaDB／

連絡先iida＠nsknetorJp金沢市立大徳小学校飯田淳一

※コンテンツの使用に関しては、以下の場合のみに限らせていただきます。
①書写の授業での使用

②教員の教材研究のための使用

※教育現場以外でのコンテンツの複製を固く禁じます。
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研究協議会Ⅱ記録

公開授業Ⅱについての授業整理会

小松市立蓮代寺小学校西井由以子

◇授業者より

・道具のそろえ方からコンテンツまで最近の書写の指導を学んだ。

・２学期からコンテンツを使って授業を行った。子どもが集中して見ているなという

のがわかる。子どもの目やつぶやきを受けて授業を進めることができる。子どもが

紙に向かう時、よし、やろうという気持ちになって臨んでいた。子どもたちは字を

かく時自分の中で目標を持ち、うまくできるというイメージを持ちながら練習を進

め、授業の終わりには充実感や満足感を得ていたように思う。

・準備・後かたづけも上手になってきた。すずりの向きがなおらなかった児童が映像

を見てなおったり、墨をゆっくり音を立てずに擦る映像を見て獲得することができ

た。

.繰り返しコンテンツを子どもが見ている間に、机間巡視して手を持って一緒にかい

てあげたり、指導することができる。

.コンテンツを見て息使いや筆使いを学び、緊張して子どもたちは紙に向かうように

なった。中心線の赤を見た時、「あつ･」と声があがる。

・プロジェクターをつなぐ、画面を出すという事がこんなに簡単なのかというように

なった。

◇質疑応答より

・平がなの筆の入り方として、筆ありの画面があったほうがよかったのではないか。

・コンテンツの映像が横からかいていたので子どもがまねをしたと思う。

・平がなだからといって筆を倒すとか気にせず、軽く止めるという始筆を意識すると

よい。

・コンピューターを使ってよかった点は誰でもできるということ。指導者も自信を持

って教えることができる。

・子どもが落ち着いていた。授業が終わったらとても上達していたので、集中のよさ

と効果を感じた。

．かくスピードが速い児童がコンテンツと同じスピードでかいた。目で体感したと思

う。

・日本人がカタカナとひらがなを併用してきたことがわかった。授業者は平がなを「や

さしくやわらかく丁寧にかくのよ･」と言われた。

・授業の最後に、試し書きの最初の作品と最後の作品を比べた時、上手になっていて

みんなから拍手をもらって感動した。
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◇助言者より

３年の書写の授業に子どもたちが真剣に臨んでいたのがよい。

＊毛筆の入門期について

今日の授業が今までの積み上げてきたものであることがわかった。－画目・縦画・横

画・十時半（筆の入りが＋時半の角度）などの用語に関して。また、道具の使い方や書

く時・聞く時のけじめやその他学習ルールが確立されている。

＊コンテンツについて

授業のどの場面でどの部分を見せるかということを教材研究することが大切である。

この場面でこの部分を二回・三回見せようとか細かいところまでイメージするとよい。

.－回目、授業の中で、自分のかいたものと比べてみようという場面で使ったのが有

効であった。縦画の入り方に焦点をあてた、カタカナの「し」の縦画の入り方と平

がなの「に」の－画目の縦画の入り方の違いである。

・二回目、筆の入り方や姿勢のコンテンツを見たタイミングが非常によかった。子ど

もの中に基本のことが思い出され、意識してその後、生かされていた。

・最後、「コンテンツが流れているから見てね｡」の声かけがあってもよかった。筆の

ものが流れていたほうがいい。

＊構成について

授業の始めに試しがきをかいて、赤色えんぴつで自分の作品を修正したのが「みそ」

であった。このことは自分のめあてや練習する目的がはっきりする大切な活動である。

最後に、また友だちの作品にもめあてにそってチェック、丸をつけることに結びつく。

子どもたちが自分の中で目標があり、観点がはっきりしていて分かりやすい。

「に」の縦画の始筆・送筆・終筆と「じ」の縦画の始筆・送筆・終筆の六点が今日の

チェックする観点である。

子どもたちは書きたいという意識を持っている。今日の授業は半分以上の時間書いて

いた。とてもよかった。いろんな要素が入っていてよかった。すばらしい授業だ。
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創造する楽しみを得る為に

石川県立金沢北陵高等学校

東智子

今回、県立明峰高校、本間千恵先生の、「蒙刻の指導～仕上げのための印のバランス

を考える～」の研究授業案内を頂き、専門知識の乏しい私としましては、とても興味

を持ち、参加させていただきました。

今回の授業は、蒙亥ｌ単元１０時間中の９時間目に当たり、“仕上げ,,に「虫食い」補

刀の作業をするものでした。教科書を拡大コピーして掲示し、見易くした上で、虫く

いをする前と後を比較させて、観察。隣の人と話し合うペア学習も取り入れ、気付か

せた上で､全体のバランスの大切さと虫くいの必要性を認識させていました｡その後、

修正ペンと赤ペンを使用して、紙面上で自分の印を補正し、更に補刀をすることによ

って、趣を出す、という所まで時間内に進めており、大変内容のある授業でした。

朱文と白文の選択や書体などは、古典を参考にして生徒が自主的に決めたとのこと

でした。生徒が「授業が楽しい」と感想を述べた点からも、先生の指導力と、生徒の

技術の高さに驚き､感心しました｡授業後の意見交換の中でも指摘されていましたが、

本間先生の言葉が、明確で聞き取り易い為、的確な指導がなされていた点は、評価さ

れると思います。

授業を進めていく中で、指導者の話を聞くことができない生徒が増えてきています。

これは、学力レベルと関係があるかと思いますが、生徒を授業に引き付ける話し方に

ついて、もっと考えてみる必要があります。

書道は、技術と知識、感性が必要とされますが、本間先生も言われていましたが、

自主的な気持ちを持たせ、創造する楽しみを感じさせることによって、芸術分野での

「書道」が位置付けられると思います。しかし、現実には、小・中学校での書写の授

業時間数の減少などからか、筆遣い、ペンの持ち方、筆１１頂、左利きの指導方法などを

含めて、「基本」を指導する為の時間も必要となっています。そこで、指導者が専門的

な知識を持ち、得意とする分野では、時間をかけることにより、完成度の高い作品が

仕上がり、生徒たちは深い達成感を「得ることができると思います。

「速さ」が求められる現代社会の中で、じっくりと手間をかけることの意味が理解

できるでしょうし、させたいと思いました。そして、生徒が社会に出たときに、「書道

を選択しておいて良かった」と思える様、指導者としての努力をしていかねばと感じ

ました。

短い時間でしたが、とても刺激を受け、参考となりました。指導をされた本間先生、

関係された先生方、ありがとうございました。
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書とＩＴの融合

小松市立串小学校

教諭宮越友江

今回、本校が「石川県書写書道教育研究大会」の会場校であり、幸運にも

公開授業と全体会の両方に参加することができ、多くのことを学ばせていた

だくことができました。

授業では、コンテンツの利用による書写指導を初めて参観しました。現在、

ＩＴを活用した授業がさかんに行われていますが、日本古来の文化である書

道とＩＴ機器との融合は私の中では考えられないことでした。しかし、「書

く姿勢や筆の持ち方｣、「筆遣いや書く速さ」、「書く時の息遣いや筆の動き」

など、ロでは説明しにくい技術的な指導が、視覚を通して何度も繰り返しで

きることが、コンテンツを禾Ⅱ用する利点であることを学びました。実際にそ

の効果は、児童のまとめ書きの作品にも如実に現れており、初めの試し書き

の字との違いには目を見張るものがありました。授業者も全体会の場で、「今

まで言葉で教えてもできなかったことが、コンテンツを見たらすぐできるよ

うになった。」と述べており、本大会のテーマでもある「基礎・基本をふま

えて」という部分における視覚的教材の効果の大きさに驚かされました。

一方、同じくテーマの「豊かな心を育てる」ことにも気を配って授業が展

開されていたことが心に残りました。例えば、私は普段この教科を、個人の

書写技能を高める側面からばかり見て、個人が練習する時間としてしかとら

えていませんでしたが、今回の授業では、子ども同士が、話し合ったり、評

価し合ったり、アドバイスをもらったりと学び合い、関わり合う場面が多く

見られました。特に最後の、試し書きとまとめ書きの作品を比べる場面では、

友達の字の上達に驚きの声が上がったり、友達の頑張りに拍手が起こったり

と温かい空気が教室に広がりました。そこには技術の向上だけでなく、互い

に認め合い、良さを共有しようとすることによって、豊かな心を育てる時間

にしたいという授業者の配慮が感じられました。

全体会においても、熱心に書写教育に携わっておいでる方々からの質問や

意見、感想などが次々に出され、書とＩＴの融合が、これら専門家の眼から

見ても、十分にインパクトのある革新的な指導であることが伺えました。日

頃十分な書写指導を行っていない私にとって、大変参考になることの多い、

有意義な時間でした。
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ヨヨＤＯＩ曉甦薑穿写篝諸貫勢Z置奇う室月旦◎つぎらcのラナ

1987.1.23有志が集い県下に校種一貫した書写書道教育研究組織設立に向けて懇談する会を発足させ
(昭和62年）る。（1988.2.26迄に9回の会合を開く）

1988.4.22石川県書写書道教育懇談会と改称し第１回の会合を持つ［金沢大学教育学部書道演習室］
(lMi63年）（1995.10.5迄に48回開催する｡）

19898.29石Ⅲ県書写書道教育連盟設立総会［ホテル六華苑］
(Vlilt元年）（平成２年度に第１回石川県書写書道教育研究大会開催することを決定）

一平成元年度石川県書写

金子曽政く元金沢大学学長＞
南和男く石川県教育長＞
北西正二坂口敏田島庄

書道教育連盟役員（敬称略）

名誉顧問

顧問
相談役 横西清久田久信氷田茂良

吉
長
長
部
部
道
教

藤則雄く金沢大学教育学部
[石川県教育委員会学校指導課
[金沢市小学校教育研究会書写
[金沢市中学校教育研究会習字
[石川県高等学校教育研究会書
[石川書写の会会長］
[金沢大学(教育学部)書写書道

[金沢大学(教育学部)書写書道
:幼・保部：嘉門久直く森本
:小学校部：森川登夫く津幡
:中学校部：松寺淳照く金沢
:高校部：中山武久く津幡

会長
副会長

＞

］
長］
長］
部会長］

三宅正敏
何本隆成く金沢市立馬場小教頭＞
大野重幸く金沢市立金石中校長＞
佐藤政俊く金沢女子高校長＞
山田泰正く鹿島町立越路小校長＞
法水光雄く金沢大学助教授＞

兼任

青担当者］

育担当者］
稚園長＞

教
幼
町
市
高

理事長

副理事長
町立中条小校長＞谷村修次く小松市立蓮代寺小校長＞
立森本中教頭＞
校教諭＞

吉田一郎く小松市立向本折小校長＞
校教育課長＞

監事
木本峰生く七尾市教育委員会

県教委学校指導課：
[小学校・中学校(国語科書写）
[高等学校(芸術科書道)担当指

学

理事
永井志津子
高沢幹夫

担
導 当指導主事］

主事］

＊金沢地区
：幼・保部：
：小学校部：
：中学校部：
：高校部：

：障害児学校部：

*加賀地区
：小学校部：
：中学校部：
：高校部：

：障害児学校部：

幼稚園副園長＞
＞中川晃成く館野小教諭＞
古本佳世く野田中教諭＞

＞石浦義彦く金沢泉丘高教諭＞
頭＞

青山洋子くみどり・かわ
林道子く南小立野小教
千場和子く野田中教諭＞
林昭悦く金沢女子高教
南進く県立養護学校

い

論

諭
教

川筋登史己く向本折小教頭＞市村良二＜木場小教諭＞穴田孝子く三谷小校長＞
阿戸壮一郎く丸ノ内中教頭＞

教諭＞｣上室正枝く金沢西高講自而＞
高等部主事＞

洋子く小松市立女子高東野
川上千鶴子く小松養護学校

＊能登地区

：小学校部：西野和代く天神山小学校長＞福田教導く金ヶ崎小学校教頭＞
：高校部： 蝿喜代子く飯田高校教諭＞大場豊治く七尾高校教諭＞

事務局
:事務局長：永江芳教<金沢商高教諭＞
:畠'1事務局長：久田英夫<金沢中央高校教諭〉中川晃成く館野小教諭＞
:庶務部：部長・中田稚子<森本中教諭＞副部長･宮嶋雅美く明和養護学校教諭＞
:会計部：部長・佃さえ子<千代野小教諭＞副部長･八田和幸く鳴和中教諭＞
:研究部：部長・金田京子〈宇ノ気小教諭＞副部長･嵐雪絵く金大付属中講師＞
:会報部：部長・板橋法子く河南小教諭＞副部長･西尾恵美子く中島小教諭＞大坂育代く湯野小教諭＞
:研修部：部長・八田和幸〈鳴和中教諭＞副部長･北村千恵く山中小教諭＞

－４５－



:調査部：部長・大浦努<大浦小教諭＞畠'１部長･宮崎聡美く松波小教諭＞西川真理く野々市小教諭＞

１１．１５第４回全国大学書写書道教育学会・平成元年度全国大学書道学会
～１７．平成元年度日本教育大学協会全国書道教育部門会《後援》
１２．１第１回理事会［金沢商業高等学校］
12.10「石川県書写書道教育」（創刊号）発行

１９９０．５．１８第２回理事会［金沢商業高等学校］
(平成２年)１０．１「石川県書写書道教育」（第２号）発行

１１．１９第１回石川県書写書道教育研究大会
［金沢市立南小立野小学校・金沢市立野田中学校・石川県立金沢泉丘高等学校］
第３回理事会

１９９１．２２３第４回理事会
(平ｌｊｉ３年）３．１「石川県書写書道教育」（第３号）発行

６．４第５回理事会［金沢商業高等学校］
１０．３０「石川県書写書道教育」（第４号）発行

１１．１８第２回石川県書写書道教育研究大会
［野々市町文化会館・野々市町立野々市小学校・石川県立養護学校］
第６回理事会

１９９２．３．２６第７回理事会［金沢ガーデンホテル］
(Vlji4年）３．３０「石川県書写書道教育」（第５号）発行

５．２８第８回理事会［金沢中央高等学校］
１０．２０『石川県書写書道教育」（第６号）発行

11.18第３回石川県書写書道教育研究大会［金沢市立鳴和中学校］
第９回理事会

１９９３．３．３０「石川県書写書道教育」（第７号）発行
(VMi5年）６．４第10回理事会［金沢中央高等学校］

11.11第４回石川県書写書道教育研究大会
［石川県立金沢商業高等学校。金沢市立富樫小学校・石川県立金沢泉丘高等学校］
第１１回理事会

１９９４．３．３１「石川県書写書道教育」（第８号）発行
(平成６年）６．４第１２回理事会［金沢中央高等学校］

第４回石川県書写書道教育研究大会第１回実行委員会

１０１９第５回石川県書写書道教育研究大会［小松市立女子高等学校・小松市立安宅小学校］
第13回理事会

１２．１「石川県書写書道教育」（第９号）発行
1995.3.30「石川県書写書道教育」（第10号）発行

(Vlili7年）６．６第14回理事会［金沢商業高等学校］
９．２０「石川県書写書道教育」（第11号）発行

10.20第６回石川県書写書道教育研究大会［鹿島町立越路小学校・ラピア鹿島］
第15回理事会

1996.3.「石川県書写書道教育」（第12号）発行
(Vlilt8年）４．２５第16回理事会［金沢商業高等学校］

６．６第17回理事会［金沢商業高等学校］
１０．『石川県書写書道教育」（第１３号）発行

１１．２１第７回石川県書写書道教育研究大会［金沢市立弥生小学校・石川県立金沢中央高等２11.21第７回石川県書写書道教育研究大会［金沢市立弥生小学校・石川県立金沢中央高等学校］
第18回理事会
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１９９７．３．「石川県書写書道教育」（第14号）発行
（VMi9年)6.25第19回理事会［六華苑］

１０．「石川県書写書道教育」（第１５号）発行

11.21第８回石川県書写書道教育研究大会［ｶﾛ賀市立南郷小学校。加賀市文化会館］
第20回理事会

1９９８３．「石川県書写書道教育」（第16号）発行
(平MilO年）７．１８第２１回理事会［六華苑］

１０．「石川県書写書道教育」（第17号）発行

１１．２第９回石川県書写書道教育研究大会［内灘町立大根布小学校・内灘文化会館］
第２２回理事会

１９９９．３．「石川県書写書道教育」（第18号）発行
(vliMll年）６．１６第23回理事会［六華苑］

９．「石川県書写書道教育」（第19号）発行

１０．１９第１０回石川県書写書道教育研究大会［七尾市立天神山小学校・七尾サンライフプラザ］
第24回理事会

２０００．３．「石川県書写書道教育」（第20号）発行
(ViMil2年）６．９第25回理事会［六華苑］

１０．『石川県書写書道教育」（第21号）発行

１２７第１１回石川県書写書道教育研究大会［金沢勤労者プラザ］
第26回理事会

２００１．３．『石川県書写書道教育」（第22号）発行
(平Mil3年）６．９第27回理事会［六華苑］

１０．「石川県書写書道教育」（第23号）発行

１２６第１２回石川県書写書道教育研究大会［根上町総合文化会館］
第28回理事会

２００２．３．「石川県書写書道教育」（第24号）発行
(jVl1iMi）８．８第29回理事会［六華苑］

１０．２３「石川県書写書道教育」（第25号）発行
１２．５第１３回石川県書写書道教育研究大会［野々市町文化会館。菅原小学校］

第30回理事会［野々市町フォルテ］

２００３．８．２７第３１回理事会［六華苑］

(賊15年)１２．４第１４回石川県書写書道教育研究大会［金沢市西町教育研修館（金沢大学サテライトプラザ)］
第３２回理事会［金沢大学サテライトプラザ］

２００４．８．１０第33回理事会［六華苑］
(Vljil6年)12.「石川県書写書道教育」（第26号）発行

１２．１０第１５回石川県書写書道教育研究大会［松任市市民交流センター・蕪城小学校］
第34回理事会［松任市市民交流センター］

2005.10.3第35回理事会［六華苑］
(平成17年)１２．２県大会準備会

１２．９第１６回石川県書写書道教育研究大会［金沢市教育プラザ富樫］
第36回理事会［金沢市教育プラザ富樫］

2006.10.3第37回理事会［金沢大学サテライトプラザ］
(vljil8年)１１．１７県大会準備会

１１．２７第１７回石川県書写書道教育研究大会［石川県立小松明峰高等学校・小松市立串小学校］
第38回理事会［石川県立小松明峰高等学校］
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4８

石ｊ１１県書写書道教育研究大会のあゆみ

～基礎基本をふまえて､豊かな心を育てる書写書道教育～

回 開催曰 公開授業
記

講師

念讃演

演題

１ 1990.11.19

金沢市立南小立野小学校2年

金沢市立野田中学校1年

石川県立金沢泉丘高等学校1年

久米公先生

(文部省視学官．

千葉大学教授）

｢新学習指導要領のめざす書写書道の学習指導」

２ 1991.11.18

野々市町立野々市小学校1年･６年

石川県立養護学校

(学校公開･クラブ活動等）

績木湖山先生

(帝京大学教授）
｢児童生徒の心を弓Iきつける具体的な指導方法」

３ 1992.11.18
金沢市立鳴和中学校1年 久米公先生

(千葉大学教授）
｢学習指導の最適化のために」

４ 1993.11.11

金沢市立富樫小学校3年

石川県立金沢商業高等学校1年

石川県立金沢泉丘高等学校1年

田中東竹先生

(実践女子大学教授）
｢江戸時代の書教育一川柳に見る手習い－」

５ 1994.10.19

小松市立安宅小学校6年

小松市立女子高等学校1年

柳下昭夫先生

(東京家政大学講師。

前教育課程審蟻会委員）

｢文字感覚を養い自ら学ぶ意欲

を高める書写書道教育のあり方」

６ 1995.10.20

鹿島町立越路小学校5年

･研究発表(養護学校）

浦野俊則先生

(二松学舎大学教授）
｢漢字は生きている」

７ 1996.11.21

金沢市立弥生小学校4年

石川県立中央高等学校2年次

･研究発表(中学校）

平形精一先生

(静岡大学教授）
｢意欲を高めるための書写書道教育」

８ 1９９７．１１．２１

ｶﾛ賀市立南郷小学校4年

･研究発表(中学校･高等学校）

宮澤正明先生

(山梨大学助教授）

｢実験を通して考える書写･書道」
－｢手本が無くてもかける｣をめざして－

９ 1998.11.2

内灘町立大根布小学校3年

･研究発表(中学校･大学）

平形精一先生

(静岡大学教授）
｢これからの書写･書道教育の方向と課題」



－４９－

1０ 1999.10.19

七尾市立天神山小学校5年

･公開学習(幼稚園）

･研究協議

久米公先生

(大東文化大学教授）
｢書写･書道教育における今日的課題」

1１ 200012.7

【金沢勤労者プラザ】

･パネルディスカッション

･研究発表

｡■■匂■●■●■ａ●●ﾛ●□●□●●□●●■｡■の■●■■●■●■■■●□■●■●●も●●ＣＧ●
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1２ 2001.12.7

【根上町総合文化会館】

･研究協議 町川哲先生

(香川県土庄小学校教諭）

｢書写指導における具体的実践にむけて」

～香川県の実践をもとに～

1３ 2002.125

野々市町立菅原小学校6年

･研究協議
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､●ﾛ●●□●●●■●の■●■■●□■●■●■●●●Ｂ●●●●●●●■●■GBC●の○の■広●■■

●ﾛﾛ●■●■●｡●G●●■●●■●●■●■｡■●■■ﾛ●■●ロ●G●●●□●●ロ●●●●●●●⑪

■●■●●□●■●●●●●●●ＣＯ●●●巳Ｓひ●印■■■の■■■■■■●■●●●ﾛ●●◆□●●□Ｏ

Ｇ●■●■⑰■●■●■■●ﾛロ◆□●●DＣ●●□①□●●●●●■の｡■■●●■●■■■●■●●●■

●●□●●■●巳⑤●■●■■●■■●■●■■◆■●□●●●●●●◆●■●巳●■｡■の■●■●■■■

●●□●□Ｃ●●■●ﾛ■●の｡●■●、□■■■｡■■●■●●●□●■●●●DＣ●巴●●●ｑ●●●■

■の■●●■●●◆●●●●●●ｑ●●■●■印印■●■●■■■古■■●■●■の■●●●●●●●●●□

●●■■■●■●■●●■●●●Ce●●■●●●●■●9●■●●■の●■■■■⑪■●■●■●●●●●

■の■B■■●■●■■●●■●□□Ｃ□●e●●●●□●■●■Ｐ●可●■巴■●■の■●●●●●●◆●

□①■●■●p⑥■●■●●■■●■●●●●●●,●●●G●●●BＣ｡●●■●■■●■●■●■の■●

1４ 2003.12.4

【金沢市西町研修館】

(金沢大学サテライトプラザ）

･研究協議

p印?⑧｡■●■●■●●●●●■●､■●□●C●●印■勺凸■■■■●■●■●■●■●●●■●■●●

■◆■Ｐ■ｓｏ●｡●｡凸●■●Ｂｅ●■●●■●B●■●ﾛ●■■■●■■●の●､■●●ﾛ●白●●●●

●●●■●■●■●●■●■●の■●■●●■●●●●●●ＤＣ●●Ｏ■●●●■｡■●■■■●■●■●■

●①□●□●□●□●⑪Sの⑪｡●■●●●●■■■●●●■●巳●□●●●ＣＯ､●●■■■■■■■■■

■｡｡■●●●●｡□●●●●ＣＧ●Ｃｓ●■●巳■■■■■ひ■■●●●●●●●●●□●●●●●●C●

●●■●■の｡の■⑪■ﾛ⑤●●●●●●●●PＣ■●、●■●■●■●■■●●■､●■●■●ﾛ●●●●

□O●eＯ●●巳●印■●■■■■■■●●■●●●●□●●●●●●巳●｡①巳⑤印●■●■巴■■■●■

■●●■●■●●●■■■●●●●●●●●□●●?ｅ●●●Ｃ●Ｐ｡■■■●■｡■⑪■⑪■●●●●●b

O●■●●Ｂｐ●■●■■の■●■■●●□●●●□●e●□●B●■●印｡｡■■■●■●■｡■●⑪●C

●gｏ●●■●B●■■Ｃ■●■■●■●●■●合●●●Ｃ●●●●●巳●9●■●5■｡■■。■■■■■

●●□●□｡●●■●ﾛ●●●●の■●■■■●●■●巳■●●●●□●●●●●D●●巳●■●■の⑥●■

●■●■●■●□●e●●●●●□●■｡の■●●■■■■●､｡●白■●■ＣＧ●□●●●●●■●●可C

■●a●■■●●□●□ＣＯ□●●□●■●巴■●■●■●■●■●■●●■｡●●■●●●□●□の●●Ｃ

ＢＳ●巳●■●■●●■●■■●■●●■●□●●●●P●●C●Ｃ●印⑤■●■●■●■⑪■●■●■■●

●●■●■｡■●■●●■●■□●●Ｃｅ●●●●●●の●O●□●■●■巴p●■■■■□■■●□●｡●

BＧ●●●■●■●■■●■■●■●●DＣ●●●□Ｃ□●□●●●●e●■●■⑤■●■⑪■●■●■●■

●◆□●●●●●■●■■●■■●■●■□●■●■●●●■①□●□●●●■●DＣ●■●■ｂ■●■●■

■●●●●ｑ●ﾛ●ｅ●●●■●■●■■●■□■■●■●■●●●●●●巳●●●□●ロ●Ｃ●■●■●■

●●■●□●□●●●●□●■●｡□●の■●p■●●白■■●■●■●■●■●□●●□●●□●●●●●

■●■□●■●■●■●●●●●□●●●Ｏ□●●Ｇｅ■の■の■■■■●■●■●■■■●つ｡□●■●●

1５ 2004.1210

【松任市民交流センター】

松任市立蕪城小学校３年･６年

･研究協議

●■｡□ウ■ｃ■ご●□●●□●●■●●■の

■●■●■▲●●□●｡●◆□ＣＯ■●巳●●■■印■■●■●□●■印■●■●■G●OＢ□●●●●●●

■●白■●■●■●●●●台●●■●ＣＯの□Ｏ●●●■●●①勺印⑤■■■●■●■●■■■の■●■●■

●●■●■●■●■●■ｐ●■●●■●●●●■●G●●●●●■●■●■●■●■⑪■●■●■●■■■●

□●●□●●●□●C●●＄｡。■●■■●■●■■の■の色●●●●●●●●C●□●□●□Ｏ●●□｡●

qＣＤ●□●□●□●□●●●●e■●■●印■●■の■■■●■●■●■●●●■■●●●●●●●●●●

Pの●●■■●●■●■●●■の●●●□●ＣＱ●□●巳●、●●●■●?｡｡●■弓■■■■●■の■■■

●の●巳●e●●●■●●●■巴■●■■●■■■●■■●■●●●●■●■●■Ｃａ●●●□●□●｡●●

●●●●■●●●■●｡●●■●Ｓ●●ﾛ●の●●、●■■■●■●■■■●●●●臼●■●■●G●●●●

,巳●巳●巳●B●Ｐ白■■O●■●●●の●●□●●●●●CＣＱ●■の■C■■■■■の■■■●■●■

●●□●P●、●■●巳■●■の●■●■●●■●Ｐｂ●●●●□①□●｡●■●●■S■■■■■■■■。

■■■■●■●■●●●●●●◆｡●弓■●｡●■●■■■■B●■●●●■●●●●●□●●●■●●●●

■⑪■●■●■●■●■●●●●■■●■●●●｡p●印●■●■●■●■●□●白け●ﾛ●●●●●●●●

□Ｃ◆■●■●■□●■｡■□⑪●｡●■●■●●●●●●■Ｃ●巳●巳●■●■■■●■■■ご■●■●■

CＯ■●●■｡●■●■●●■●■■●●●□●ＣＤ●□の■●,●●●｡■の■｡■●■●■●■●■白■

■●■●●●■●■●ﾛ●●□●□､●□●e●ＣＤ●■●■●■●■●■■白●の■の■●■●ﾛ●●●●

1６ 2005.12.9

【金沢市教育プラザ富樫】

･研究協議

■●●●■●●●■●｡■●●●●□①□●●■●●●の●■■■●■●■■●■●■●■●■●●●●●●

■｡●■●■●■●の＄●■□●■Cけ●●□●●●●●●●●●●●q●p■■ひ■■■■■広■●■■■

□●□●｡●｡ｃ■●■□●■●■■●■●●●●ﾛ●□●ＣＯ●●□●ＯＧ●■●■●■●■｡■●■●■

●●●G●□●ＣＯ巳●●●●■■●■｡●■●■□古■の●の●●●●●□●●●●●●巳●｡●ｅ■●■

｡●●●●●●●□●□●●■●巳■●■●■■の■●□●■●■●■●●巳◆■●□●□●□●●●●●●

pの●■●■●■●巳●●●●●●●□●●□●巳｡●■の■■●■●■●■■■■●■●●■●●●●｡●

■●■●□の■●■●■●◆■●●□Ｃｅ●●●●□●■●■●■●■●■印●■｡■●■●■●■●■｡●

●●●DＣ■●■●■白□■｡⑪■●●●●■●●●●●●●●●●Ｏ■●●■●弓⑤■●■●■●■■■■

□●●ＣＯ●●●■●■●●■●■■●■●け■●●●ﾛ●■●●●●●●□●●●□●■C●●●●￣甲■

､●●G●□●□●□●●の●●■●B●●■●■■■■■■■白■●■●●■●●●□①ＣＯ□●□CCD

■●■｡■●●●■●●●●□●ロロ●□◆●CＧpc■●■●■●■■●■□■■■●■●｡■●の●●●

ＣＧ●a■■のﾛの■●G●●●●Ｃ□●弓●■｡◆■●■●■●■の●●ロﾛ■●●●●●●□●●●0●

■C●■●■●●●◆.｡●DＣ●●凸ﾛ●■●甲■●■●■●■■□●■■●●■●●●●□●●●●●の

｡可①｡⑪■■■●●●■白●■●●●●●●●□●●ＰＳ●■●■●■■■■■の■ごり●●■●ＧＢC●

■●●B●■●■●●■●●■●●●■●●□●●､●●の■｡■●■■■■●■■■●■●■古●●⑰●■

●●●００■●■●■▲●■●■■の■●●●●■●■●●●□●□の●●｡の①■■｡■■●■●■■●■

1８ 2006.11.29

石川県立小松明峰高等学校1年

小松市立串小学校3年

･研究発表

●□●●●●●□ＣＢ●Ｐ■●■■⑪■ご白白●Q●●●■①□●e●●●C●PＣ勺●●Ｐ｡■●■▲の■

p■●■●■●●●●●●●●e□●●Ｏ●●●■●■■■■■■■●■●●●■由■●■●●巳●●●●●

■●｡の●印●●■●■●●□▲□●●□●□●●□●■●□●U●■■、■●■●■●■●■●■■白■●

●Ｃ●■●●の■●■■■白□■■●■●●●●GＣＯ●●□●｡●ＯＧ●｡①■●■の■●■■■●■●■

■●●●●□●●□◆□●Ｇ●●S■巴■●■●●■●■●■●■●□●●CO●●●●COO●□●●■●

●■●■●■⑪■●■●■▲●巳●●□●●●●●●巳●■●の●■●■●■●■●■●■●■■●●●●●

□●■●■□｡●■●■●●■●■■白□｡■●●□●□●□●□●●●●巳●C●■●●●■●■●●■●

●●●□●□◆●●●●●■●ﾛ■●■●■■●■●古■■●■●●●■Ｃ●0０●□●●Ｃ●巳●Ｃ●●ら

■●■●●●●●□●●ＣＯDＣ■●C■●■■●■●■●■●■●■●●｡●己●□●●●□●□●●■Ｏ

Ｇの●■●■●■●■白●■●●●●□●●□●●●●｡■●●い⑪い■●■●■●■■■■■■■■■｡●

●●Ce●■①印■●■｡●■●■■●■●◆●●●●□●□●□●□●●●｡｡｡■●■●■●■●■■●

●■■▲凸■■●●■●■●●B●●□●●●●e●●●■●■●■●■●｡■■■■■●■●■●■の■●

■■●●●●●C●●●●｡●c■■■■●■｡■■●■⑪■ｳｳ古■●●｡●●●□●□●OG●●●●●



平成１８年度 二Ｅ｢」１１１早言書写二亨書う首孝jZE育迫二目』言L二段ピムーミ

〈☆印新＞（敬称略）

顧問☆中西吉明く石川県教育委員会教育長＞

相談役坂口敏久田久信氷田茂良法水光雄押木秀樹

吉田一郎森川登夫木本峰生谷村修次南進河本隆成

福田教導永井志津子中山武久林道子☆石浦義彦

参与

会長 藤則雄く金沢大学名誉教授・元金沢大学教育学部長＞

副会長

［石川県教育委員会学校指導課長］浅田秀雄

［石川県私立幼稚園協会理事長］源通く妙源寺幼稚園園長＞

［金沢市小学校教育研究会(書写代表)］長井珠子く金沢市立浅野町小学校教頭＞

［金沢市中学校教育研究会書写部長］吉崎利成く金沢市立芝原中学校校長＞

［石川県高等学校教育研究会書道部会長］鈴森庸雄く県立金沢錦丘高等学校校長＞

［石川県特殊教育諸学校校長会代表］☆尾小山輝子く県立盲学校校長＞

［石川書写の会会長］町出憲子く金沢市立大浦小学校校長＞

［金沢大学(教育学部)書写書道教育担当者］折川司く金沢大学講師＞

理事長 ☆永江芳教く県立金沢泉丘高校教諭＞

副理事長

：小学校部： 大浦努く金沢市立森本小学校教諭＞

：高校部： 林昭｜脱ぐ県立金沢中央高等学校教諭＞

：盲･ろう･養護学校部：☆苗代正盛く県立盲学校教頭＞[県特殊教育諸学校教頭会代表］

監事 帽子山瑞枝く和倉小学校教頭＞☆古本佳世く兼六中学校教諭＞

理事

＊石川県教育委員会

［小学校・中学校(国語科書写)担当指導主事］中西外美く県教育センター指導主事＞

［高等学校(芸術科書道)担当指導主事］☆中川素子く県学校指導課指導主事＞

＊金沢地区

：幼・保部：青山洋子くみどり・かわい幼稚園副園長＞

：小学校部：石野昌子く扇台小学校教諭＞中川晃成く中村町小学校教諭＞

：中学校部：福島絹子く大徳中学校教諭＞古本佳世く兼六中学校教諭＞

：高校部：☆田中学く金沢伏見高校教諭＞

－５０－



*加賀地区

：小学校部：☆北川清昭く矢田野小学校教頭＞

＊能登地区

：小学校部：

：中学校部：

：高校部：

：盲･ろう･議学欄：

帽子山瑞枝く和倉小学校教頭＞奥原せい子く櫛比小学校教頭＞

山田寿一く中能登地方教育事務所長＞

蝋喜代子く県立飯田高校教諭＞

清水徳典く七尾養護学校教諭＞

事務局

：事務局長：

：副事務局長：

中川晃成く中村町小学校教諭＞

岩田稚子く錦丘中学校教諭＞☆八田和幸く高岡中学校教諭＞

:庶務部

部長・田中学く金沢伏見高校教諭＞

・西脇良樹く越路小学校教諭＞

副部長・堀順一郎く野々市中学校教諭＞

・山田千恵く月津小学校教諭＞

:会計部：

部長・西尾恵美子く串小学校教諭＞

部員・山沢聡美く御幸中学校教諭＞

副部長・山口雅美く安原小学校教諭＞

:研究調査部：

部長☆水上真由美く金沢商業高校教諭＞・副部長・柿木千鶴く諸江町小学校教諭＞

・坂井雪絵く志雄小学校教諭＞・木之下知子く材木町小学校教諭＞

・倉下真澄く金沢大学付属中学校講師＞・間野清美く旭丘小学校教諭＞

・東山麻由美く鳳至小学校教諭＞☆飯田淳一く大徳小学校教諭＞

☆金野豊く＋一屋小学校教諭＞☆永井重輝く森本小学校教諭＞

:会報部：

部長・新谷幸一く三谷小学校教諭＞・副部長・北野京子く諸江町小学校教諭＞

部員・佃さえ子く泉野小学校教諭＞・寺井純子く町野小学校教諭＞

・岸瑞代く大聖寺高校講師＞・中辻育代く能美小学校教諭＞

・吉田美晴く浅野川小学校教諭＞・水谷清美く千坂小学校教諭＞

平成18年12月現在
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石川県書写 室
已 道教育連盟規約

第1条（名称）

第2条（本部・

第3条（目的）

(名称）本会は､石川県書写書道教育連盟と称する。

(本部･事務局)本会の本部を金沢大学教育学部内におき事務局を事務局長の在勤校におく。

本会は､授業研究を中心として､県内の幼稚園(保育園･保育所)･小学校･中学校・
高等学校･大学(短期大学･専門学校)･障害児学校等の一貫した書写書道教育と
書道文化の更なる充実発展に努めるとともに､会員相互の親睦を図ることを目的とする。

本会は､前条の目的を達成するために､次の事業を行う。
（１）研究会の開催
（２）会報の発行

（３）関連する学会･研究会･内外諸機関との連絡と協力
（４）講演会･講習会の開催
（５）調査研究
（６）その他必要な事業

本会は､県内の幼稚園(保育園･保育所)･小学校･中学校･高等学校･大学(短期大学・
専門学校)･障害児学校の教員及び本会の目的に賛同するものをもって組織する。

本会に､下記の役員をおく。
会長１名副会長若干名理事長１名
副理事長若干名監事若干名理事若干名
事務局長１名副事務局長若干名
（１）事務局には､次の六部をを設け､各部とも､部長1名､副部長1名、

部員若干名をおくものとする。

・庶務部・会計部・研究部・会報部・研修部・調査部
（２）本会に､名誉顧問･顧問･相談役･参与を推戴することができる。
（３）役員の選出と任期は､下記のように定める。

（１）役員は理事会において選出する。
（Ⅱ）役員の任期は－か年とする｡ただし､再任は妨げない。

本会の理事会は､本会の運営及び事業に関する重要事項を審議決定する。
（１）理事会は必要に応じて､会長が召集する。
（Ⅱ）理事会は､第6条における､会長･副会長･理事長･副理事長･監事・

理事･事務局長･副事務局長･事務局各部長によって構成する。

本会の経費は､会費及びその他の収入をもってこれにあてる。

本会の会計年度は､４月１曰に始まり､翌年３月３１曰に終わる。

本会の会計は､監事によって監査を受ける。

第4条（事業）

第5条（組織）

第6条（役員）

第7条（理事会）

第8条（会計）

第9条（会計年度）

第１０条(監査）

［附則］

第１１条 規約の改訂は､理事会の議決を経なければならない。

平成元年８月２９曰制定
平成２年５月１８曰－部改定

－５２－
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北陸支社:〒g20-OglB金沢市尾山町1-8朝日生命金沢ピル
TEL・Ｏ７Ｓ－２２２－７５Ｂ１ＦＡＸ・Ｏ７Ｓ－２Ｓ２－２７１ｇ

ホームページ…http://www・tokyo-shoseki,ＣＯ.』ｐ

東書Eネット…http://ten､tokyo-shoseki､cojp

書･蒙刻･文房に関して､中国･日

本の書論･随筆･詩などから名言・

名句を集め､やさしく解釈･解説

した読む辞典｡学書･指導･鑑賞

の指針となる初めての書の名言

霧11||liilll1illiilil,,;1liiililll1l

。

」
■

可

田Ⅲ

￣■曇！
期且】 ■Ｌ￣￣￣－－ ■

閻
Ｌ￣－－－－－－ ■

關因可四■
宇野雪村･西林昭一･福本雅一編著
Ａ５判／７８８頁／定価７９５２円(本体７５７３円）



技術と伝統･額縁と共に半世紀

株式会社

本社〒729L3497広島県甲奴郡上下町字上下15131

ＴＥＬ（0847）623517ＦＺｌＸ（0847）624528

束京営業所〒1810013束京都三鷹市下津蜜1-165
ＴＥＬ（0822）423085ＦＡＸ（0822）423251

福山営粟所〒721-0907広周県福山市春日町61424
ＴＥＬ（084）941-8161ｍＸ（084）941-8048

額縁・衝立・屏風・掛軸製造販売

●●●￣

望の

茂習用がら作品用まで

(練習用）

墨液

濃墨液

蕊 望
些追三 堂

室夛

(作品用）

｜普通
中濃

濃墨

超濃

〒630-8357奈良市杉ケ町39-1
(０７４２）２６－５６１１

`悪imWH(;鯛

創業百年､絶え間ない研究の精華を放つ
油煙磨墨液純松煙磨墨液

え祇蕊雄躯ilHi

詫川eo■kｅ

竈義兵

紫紺系黒

純黒

青系黒

濃墨

作品用書道液

株式会社員竹
〒e30-867o奈良市鳳弱I終町７－５７s
TEL:0742.50.2050ＦＡＸ:0742.502070

伝統的工芸品指定熊野筆

高級書道用筆墨硯

＆洞1-他1５

１ 脇

筆匠竹鳩

本店広島WI熊野町企(082)８５４－０００９番㈹

東京東京都台東区台東３－４２－４

谷道殿愛東京久保田号ピル

伝醸的エ斐墨熊三子劃臣製壁

R慣母子垂センター

鑿ヨ色
牟1二
￣

ｲﾘﾁt丘全ロヰニ巷ｲ乍蕗匡企に戸挺辿2A牙

イ訂已

本社〒730-OO51広島市中区大手町１‐５‐１１TELOB2(543)２８“

大阪営業所〒580-0014松鳳ｉ市岡６丁目５‐５０TELO723(35)O605
東京営業所〒224-0032横浜市都筑区茅ケ崎中央31-12-201TELO45(942)4119
8０

アンテナショップ
▽０

熊野筆センター広島店

〒730-OO13広島市中区八丁堀５‐２９TELO82(222)1919

●

丘卸価ﾛ抑

株式

会社

●

〒6800912局取市商栄町155番地

●

TEL(0857)24.G611FykX(0857)27.1811

Emajlmsyuya@apioneLorbjp

Ｅメール：san＠ｐ１.tcnet・ne・iｐ

愚息Z月腫園珊謬弩掴犠圧困ワＢ駿懇鮒惰

釘ＩＨ痂遇､圏慮盆風'懇7..庇立

、鰄鰍壁ｶﾞｰﾝ美術工芸
933-0941本社宙山県高岡市内先４丁目-６－３３

TELO766-21-6112ＦＡＸ0766-25.3851

ﾎｰﾑﾍﾞｰｼﾞ:http:"www､media､ｐｍ・CO･jpノーsanbi

石津表具店

京都市中京区壬生`罵場町1６－５

TＥＬＯ７５（812）３３１８



平成1ｓ年度光村図書版教科書完全準拠

●小学校書写児童用教材

書写の練習

毛筆書写の練習

１，２年上下３～６年刊各S２０円（税込）

3～６年年干リ各４２０円（税込）

●小学校書写指導用資料（学校備品）

毛筆書写指導ビデオ

書写掛図（硬筆）

書写掛図（毛筆）

●中学校書写生徒用教材

(準拠外）全３巻各S,Sﾌ５円（税込）

１，２年各１巻各12,ＢＯＯ円（税込）

3～６年各１巻各1ｓ,BOO円（税込）

中学硬筆練習帳1年／2,3年全2冊各SSO円(税込）

光村教育図書株式会社
〒１４１－００３１束京都品川区西五反田2-27-4

TEL､０３－３ファＳ－Ｏ５Ｂ１ＦＡＸ,Ｏ３－３７７ｇ－Ｏ２ＳＳ

企画･印刷･出版の分野から新しい時代のメッセージ

賞反登印 1１ 釜＝
本社●〒g20-OB55石川県金沢市武蔵町フ番１０号

ＴＥＬＯﾌS-2SS-2550㈹FAXO7B-2SS-255g

工場●〒g24-OO1S石川県白山市番匠町２９３番地

TELO7S-274-OOB4㈹ＦＡＸＯ７Ｓ－２ﾌ４００１ｓ

グループ会社●株式会社博文堂シナジー株式会社



￣

UEJ

● ● ● ●

〒g20-S202金沢市西都2丁目9２

●

Ｉ

TEL(07ｓ)2e7-2077
FAx(07ｓ)２Ｓ7-207ｓ

書道､水墨画用品の激安専門店！

本店石111県能美市五間堂戊46-6

ＴＥＬＯ１２０－５８－４３４４ＦＡＸＯ１２０－５８－４3４６

営業時間１０：００～１８：００

画仙紙(紅星牌･福建紙･台湾紙･因州.

伊予半紙･料紙･和紙）

和筆(広島熊野筆)、唐筆(上海工芸）

和墨(呉竹･墨運堂･古梅園･開明）

唐墨硯(端渓･老坑･款州･澄泥･細羅紋）

印材(青田･巴林･寿山)、印刀(永字牌等）

色紙､短冊､和紙小物

額(書道額､デッサン額､水墨画用額）

表装､表装用品

★通信販売もしています

曰本書道販売株式会社

■■

言

二 」

。
■
Ⅱ

学校教材･文具･事務用品

■

｣ふく うで

白山市新田町1０－３
TELO76-274-6370

']FAXO76-274-6372

代理店

教材・教具・文具

■■ 店
小松市新殿治町１３のＩ

ＴＥＬＯ７ＳＩ－２Ｉ‐３２７８

プ
△

」 書

回

ｕ Ｚ 豆 ／
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あすを築く教育のいしずえ

学校教材販売

書道七
かきかた

ツ

ノー

ト

ト

有限
会社

⑭ 北陸青葉

本田教材社
金沢市寺町1丁目３－２６

石川書写の会編Ｂ（076)２４１－１３３９
コンクール用紙 ＦＡＸ(076)2４１－７７０５

グ
●

●

) ℃
℃

、

本社／〒921-8044金沢市米泉町８丁目８番地

ＴＥＬ（０７６）２４７－２２３１
ＦＡＸ（０７６）２４７－３６１２

片町店／920-0981金沢市片町１丁目７番17号

ＴＥＬ（０７６）２６２－９３３３
ＦＡＸ（０７６）２６２－９３３３

■ ■■

白山市旭丘１－４ＴＥＬＯ７６ ２７６ １３１１
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鵜
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○名前書きの指導にぴったり

○長年使えるパウチ加工

○中央線も入って見やすい

ヤＷｉミの書道セットに'す
市手本ね－むがついてくる！
タ

ー

￣

有限
会社 ヤマガ三共寶社
〒ｇ２１－ＢＯＯ１金沢市高畠Ｓ-１５４

ＴＥＬ、２９１－１２５０ＦＡＸ､２ｇ２－ＢＯＯＢ

。

皇
象
Ｊ
雪
ろ
三
一
ミ

罎
皇
§
卜
」
ト
雪 霧

HmnEnmwugM9mmME 19N鰯ﾛ麺HmlUNUIRlqNmH

￣

、

壁襖

貼製

工作

事部

曰本画・洋画 ／

美

術

部

／二:FiiiJ三;雨三二三、

風 |鑿軍

学校教材特約店

島野教材

代表者島野英伸

〒923-0342石川県小松市矢田野町イの４１

TEL(0761)44-2622ＦＡＸ(0761)43-2828

参考書･心理検査･各種教材

株式

会社 布村教材社

〒ｇ２０－Ｏ８１１金沢市小坂町中３５－４

TEL(076)251-1702

FAX(076)251-1701

本･雑誌･文具･ＣＤ･楽器

知`性と情操をおとどけする

ろつのみや
柿木畠本店／金沢市広坂１．１．３０竃8百076-234.8111

学
校
教
材
な
ん
で
も江安北
●

沢金

３
０

７
４

７
９

６
６

１
１

３
３

２
２

Ｌ
ｘ

Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｆ

書籍・文房具・教材・教具

粟津 童
Ｅヨ 店

粟津祐治

〒924-0855石川県白山市水島町１６８
ＴＥＬ２７７

ＦＡＸ２７７

０３０３

２５０５



㈲ハローバッティングセンタ ￣

草野球から学童・中学・高校野球まで野球情報が満戟

http://www・nsknet・or・jp/～hellobc／index・ht国
E一目ail:hellobc0nsknet・Ｃｌ､． Jｐ

〒920-0016石川県金沢市諸江町中丁１７９－３

ＴＥＬ／０７６．２２３．０５４１ＦＡＸ／０７６．２２３．０５６２
営業時間ＡＨ９：００～ＰＩＩ１１：００

車両販売・三井住友海上火災保険代理店

（

）]刊

）

J１

■■■■卜

加賀市湖城町２－３４５

ＴＥＬＯ７６１－７５－３６１５

ＦＡＸＯ７６１－７５－３６１４

庇 掲蔵中ﾉノ

●暁教育図書の教育図書・教材
●毎曰の学習教材「はつらつ」

北 図書
劃＝

ﾜロ

金沢市石引4丁目４－４

ａ(076)２３２－２４２５㈹

△

工旨

三ヨ Ｌ
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Pｈｇ ES 金沢紙商組合加盟店

取扱品紙･ED刷・事務機器･ハンコ

￣

￣ 木紙店
金沢市金石西３ ７ ９

TＥＬ２６７－Ｏ５０３ＦＡｘ２ｅ７－５２７１


